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ま がえ き

本県は、県土の７７％にあたる約３６万ヘクタールが森林に覆われ、民有林はそ
の９５％を占めています。戦後、人々の多大な努力により造成された人工林は、林
木の生育に適した温暖多雨な気候条件のもとで、全国でも有数の蓄積量を誇るに至
っています。
また、森林は、再生可能な資源である木材の供給をはじめとして、水資源のかん

養や国土の保全、レクリエーションや癒しの場の提供、動植物の生態系を維持する
役割など、多種多様な機能を持っています。さらには近年、二酸化炭素の吸収・固
定により地球温暖化防止に貢献するとして、森林の役割は、地球規模での環境保全
へと広がりを見せ、これまでにないほど関心が高まっています。今年２月１６日に
発効された京都議定書では、我が国は温室効果ガスについて６％削減することを約
束し、３．９％に相当する1,300万炭素トンを森林にて吸収できることが認め
られています。
一方、これまで営々と森林を育んできた林業は、社会構造の変化によりますます

厳しさを増し、林業の経営基盤となってきた山村も活力が低下しつつあります。人
の手によって育まれてきた森林は、森林施業の遅れ、または放棄により、森林の持
つ機能が十分に発揮できなくなってしまうことが危慎されています。二酸化炭素の
吸収源としての役割をはじめとして、森林が持つ多面的な機能を十分に発揮するた
めには、適切かつ継続的な森林の維持管理が必要です。
平成１６年度森林・林業白書では、我が国の森林は「伐らないで守る時代｣、「植

えて回復する時代」を経て、「成長した森林を活かす時代」に入っているとされ、木
材が適切に利用されることにより、林業の持続的かつ健全な発展を図ることが必要
であるとされています。また、地球温暖化防止に向けた森林の整備・保全の重要性
が誰われ、そのためには林業の採算性を向上させ、森林所有者の意欲を喚起させる
ことが不可欠であるとしています。
このような中、本県では、平成１４年度から「緑の雇用事業」を総合的に展開し、

林業担い手の育成・確保、また中山間地域の活性化を図るとともに、企業等による
森林整備の参加を促進する「企業の森」や県産材の利用を積極的に推進する施策を
実施し、２１世紀の森林の創造に向け取り組んでいるところです。
本県が次代へ豊かな森林を守り育てていくためには、森林林業関係者だけでなく、

すべての人が森林は環境財という側面を持った社会全体の共有財産であるという認
識を持つことが重要であり、そのためには地域の森林や林業、山村の現在の姿を的
確に把握することが必要です。
本書は、そのために和歌山県の森林・林業及び山村に関する様々な指標を、図表

等を用いて解説したものです。林業関係者をはじめ、広く各方面においてご活用い
ただき、森林、林業及び山村の振興の一助となれば幸いです。

１-ノ

１-ノ

和 歌 山 県 農 林 水 産 部 長 西 岡 俊 雄
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和歌山県管内図（森林計画配置図）
平成１７年５月１日現在
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１緑の雇用事業

「緑の雇用事業｣は､森林画河川･海洋等の環境保全に着眼して､地方での新たな雇用
機会やビジネス機会を創ることにより､都会から地方への新しい人の流れを引き起こし、
都会と地方の共生と活性化を図るものである。

『
１
１
１
１
コ

ｒ
-
１
１
．
Ｉ
Ｉ
Ｌ

｢緑の雇用｣による環境林づくり
森林(民有林）
３４６千haａ

Ｐ

林業経営志向林業経営志向生
産
目
標
あ
り

ｰ

①歴史･文化遺産､景観保全地周辺の森林
②尾根筋等生育不良地の森林
③上記以外の森林であって、
間伐等がされていない放置林

④伐採後､植栽されず放置されたままの林地

人 工 林
（スギ･ﾋﾉｷ）
２１０千ha

人工林率
６１％ 生

産
目
標
不
明

、

ｰ

竹林･その他
５千ha

■ 一 緑の雇用

雪国雪三三
･緑の雇用担い手育成対策
･｢緑の雇用｣環境林担い手づく！

天然林
(広葉樹）
１3０千ha

キ
樹
林

Ｕ
葉
交

ギ
広
混

入
と
の

｢緑の雇用｣による
環境林整備
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１

４

よみがえる森林､生まれ変わる山村～「緑の雇用｣3年間の実績～

Ｉ １都 会
(京阪神亀首都圏律中部圏等） |和職山県縁の雇扇推遮扇ｌ

移住から定住へ 、

H１４雇用342名

275名
(平均年齢36.8歳）

即４８名
H１５継続
１５７名

H１５継続
１５７名H１５移住１７２名

（平均年齢３８．０族）

へ

一

ノ

H１６雇用
７１名H１５継続２１６名

（平均年齢37.6鑓） 唖

環境林創造

広葉樹植栽
環境整備伐
枝 払 い
下草刈り
つる切り等

計

Ｂ３４ｈａ
４．２０４ha

２６0ha
２,１１８ha

111ha
７,0２７ha[＝ '一 ｰ

｢藤万羅雨ゴ
住まい
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1，
１ ･Ｌ

Ｌ、霊
… ［ 面 毒 荏 毫 １

醗 窒 ＝

-
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Ｈ１４移住１３３名
<平均年齢38.8旗）

平成１４年度 平成１４年度

ヨ
平成１５年度 平成１５年度

Ｈ１５雇用
２９１名
森林作業

〆
Ｈ15継続１０３名

（平均年齢３”童）

両

Ｌ 一
■■

森林作業
８９名

自営等
１４名

森林作業森林作業
１６８名

自営等
４名

平成１６年度

平成１６年度
Ｈ１６継続
235名

｢燕羅１
森林作業
179名

自営等
37名

森林作業
１１１名 ３０６名

民宿 ゴルフ用品興浩’

地元企業

Ｉ
産品販売所

平均年齢３６．２歳



２新ふるさと創り～「交流」と「定住」を目指して～
①｢新ふるさと創り｣とは

ポ イ ン ト
長期にわたる都市への人口集中により、地方とのつながりが薄れるとともに、地方では

人口流出、高齢化など地域のコミュニティは崩壊の危機にある。また、厳しい経済不況の
中、都市部の税金が地方で使われているという不満があり、「都市｣と｢地方｣の相互理解を
難しくしている。
そのため、本来の地縁、血縁だけでなく、人為的な交流により都市と地方の理解を深

め、都市から地方への人口移動を図ることにより、過疎化や高齢化の進む地域を活性化
し、より大きな圏域として調和のとれた発展を目指すという理念に基づき、地域の特性を
活かした都市との交流促進や、Ｉターンの促進・定蒲等を総合的に進める。

新ふるさと創り体系

３ 惰報発信
●１

ｰ
地域住民都 市 住 民 瓜 里

●体験観光等希望者
●学校、自治体関係者
●企業、組合関係者
●就農・林・漁業希望者

●地域在住者施策の流れ
交流会加

去＝窒垂■F』弓

●緑の雇用従事者
流 れ人 の （ 既 タ ーン者）

人の流れ
域づく り参画地

情報循琿
人 の 流 れ 』

ｰ

４定住政策（雇用の創出）
●環填をキーワードにした雇用創出〈緑の雇用事業）
●新規創業支援〈新たな田舎型ビジネス）
●既存産業との連携など

Ｖ

４定住政策（住琿境整備）

●公営住宅の拡充
●空き家の掘り起こしなど

傭報等の理流慣報等の環流

人材の定着
地域活性化

- ３ -
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平成17年度関係予算
64事案2,057百万円１ 的 確 な ニー 三

１緑のふるさと暮らしｲヵｵﾉー 麺(室佳⑲璽咽）
２民ｴ'１丘禿遍路檎隻(ﾏｰｹﾃｲｶ企団風）
３県産品ﾆｭ々寺ﾃｨヵ.(ﾏ今ﾃｐｸ途覆観）
５新娠売チャンネル■拓く寸今ﾃｨ”.推逮腺》
１０轍席昌眼亮覇拓.奇知ｷｰﾄ(ﾏ均ﾁｩｸﾞ抱遭腺）
１６冑の擾具和敬山モデル<紀州おさかな応擾田>(水康掻ｎ脚）
１０墨具居詮喧ヨンペ<竃藁.有田.東牟婁>(政策冑臓璽》

０個轍噸や橿鱈の充実

都市佳民
･体験観光弊粘組者
･学校､自治体関係者
･企業､組合関係者
･就農､林‘漁巣粘廻者

､地域佳民
・地域在住者
，緑の届用従事者

（既!ターン者）

６瓦アジア飾咽■妬(ﾏｰ好f”令■壷１０ニーズ把■と情慨の互換 ７津占毒ソフ” ”…ﾌ宣冠《背子ｨ ” ･企■藤１

Gふるさと安健センター遍君《定性⑲誼■）
Ｂ錆ふ壁と劇り櫨逐(新ふるさと杓迫埠）◎細眼体瞬の廸化

｢ 禰 玩 １ １ 」 …
人の琉人の流れ

”あさもよし紀伊■スクール(小蓉牧口）
１２いこうや･くまの２範の濃鎗揮《好少年屋）
13立鱒室『君野･鯉野ﾜ=たいﾘﾃｰ…＝』(県立学校■)

Ｏ川､o中字生等の体醸学■

ｏ体敏豊後発(ｸV-ﾝ？割私等）１４毎市皇智聾垂麺ｸ…薩坦哩宣賓記■）
ぬ 一 一 一 一 一 一 一 一

１５体唾彼是一プアガ4蛭尭交涜誼】

１日冑の垂夷毎堕@F＝座迅薦への垂ログラム>(水■轡■餌)
ｰ ＝ ｰ 一 一 一 m - - 一 一 一 一 一 一 一

１７琿釘舞幸■捧唾＝篭(宏拝唇垂浬１
０度衷体顕イガ…１ （》１８蓬■■孟蚕ｮ､"べ《那貢.伊轟.日蚕》【輩瞳塞亜宝】

岨固守、哩写T召去リズム誼垂ヂル極埋牛唾凸ご寧
麺逸淫にぎｵ丸唾埋唾丑垂０

Ｏ■たな捜血による亨壷

汀傭報循琿
人の変れ

３新た土 １

Ｏ週休裏地軒の有効活用{2q避休屡堆解涜鍾合対直面麺r亀林水毒重痴媒)

Ｏ交掘郷貞整佃Ｏ交掘郷貞整佃 錘木帯摩寅モデル住宅疲宗(住宅密壇曝）浬木溢摩竃司

るわかや麺ﾗﾝﾄ支星(ﾏ帝クグ椎遭画
１６膏の掻興和敬山モデル<ﾋﾛﾒの産品化促逮>(水産撮興廐）
１６骨の蚕輿和敬山モ宗ル<海の底みネットワーク>《水産援寅際）
１６喬の撞興和敬山モデル<逮民の森づくり活勤推進>〔水産撮閃硯）
毒臭庫■毒翰匿睦強大浦垂(屡濁密雲眼)
２４安心わかやま金星tモノ)づくり推進(エコ■象横聖竃１
茜̅『亟謹万硬爾肩苗互蕃冨恵竃蘇糞象具隈〕

るわかや麺§
１６膏の援輿和
１６骨の援輿鞠
１６済の撞興和
Ｚ３県声■窒翰
課安心わがや
志 了 壷 謹 芯

ｕモアJ〆匡ロメの屋錘に昨匁>t不医薮央睡Ｊ
ｈモ宗ル<海の底みネットワーク>《水産援寅際）
hモデル<逮民の森づくり語助投還>〔水産塵閃硯）
各拡大沿塞【竪歯奉奏狸)
k品(モノ)づくり撞進(エコ■寡楢聖竃１
- 一 一 ■ ■ 一 』 ■

彌材画具書審皀迩《林実象具腰〕
２６紀耐純健康
２７銭野牛ブラ
鵡紀憾橡健康
四 木 買 （ 衝
動紀のjI1蝿の
一 可 ＝ ■ 一 - 一 一

訓記紺材･次個
錘 ̅ 唾 め 画
一

鐸霞野健皐討
醜鞄殴此量壷
謁 舗 醒 詮 塞
轄糾の■癖吉
”争浬雪些な』
巽本屋唾窒←

２６紀耐神■座竜御璽壷(林実星興廐）
２７義野牛ﾌﾗｼ垂ｱｯﾌ挿垂庵塵亜》
題更顧亘置あ琴翻菱誠専寡錘）
- ｰ - 一 一 一 一 一 凸 一

四木貫（毎＝科用の普及啓見嘩〈蚤ふるさと椎盗爆】
釦紀のjll蝿の厚宜(地域挺典虜）
一 七 口 - - - - - - ■ 二 一 - 望 一 一

訓鐙婦材･次世代を冑Ｃ理境蔓衝[林案濠真錬）
錘『企藁の猛』育筐支墾《斬ふるさと輯宝庫ｈ

一 ■ 画 一 一 面 一 一 ■ - - 一 一 一 ■ 画 P ■ ■ ロ ー

幻豊野健患衙裾里錘塑『金壷壁画
捌鞄欧山県置界遍垂ｾﾝﾀｰ憐段(堆堪鞍奥副
濁篭窪麺乙【鱒睾婁垂画８
轄川の■霧吉零『筆野hlj脚舟笹睾《配斐■貫涜）
醜多通差と水土塁のむら聾鎗再生支塗唾村剥塵麺
記本屋聖窒ﾄｰﾀ岳鐸一卜【宝偉歪毒錘１

国劇造(林実星興廐）
ユアツプ鐙遼唾塵亜》
西翻菱誠専寡錘）一 一 一 一 一 一 凸 一

噸用の普及啓見嘩〈蚤ふるさと椎盗爆】
■(地域挺典虜）
- ■ 二 一 - ヨ ー ー

｢を冑Ｃ理境蔓衝[林案濠真錬）
且支墾《鯖ふるさと輯宝庫ｈ
貝錘塑『金■壁画
B垂ｾﾝﾀｰ憐段(堆堪鞍奥副
睾婁垂画８
筆野hlj脚舟毎睾《輯尭宝■輯）
ｌのむら聾鎗再生支塗唾村剥塵麺
ル鐸一卜匿偉垂毒錘１

Ｏ地域資宜の断たな活用Ｏ地域資宜の断たな活用

ｰ

、、 づくり･人づく↓５受Ｉ Ｌ

’ 49鉢戴畳い“9ｍ再刷度弄冗夷珂尿《秤東鳳只皿】
駒めざせ!げま田への道唾ｨな⑲＝瞳｝
５１鎗壊づくり団体ﾈ外ワーク形成(哨域擦貝脚）
錘岬O笛轟寄ル(隙｡協臼他軍哩、
駒手づくりのまちづくり砲迫評ル<住吃、岨ⅨＩ

”、神堕但埋唾畢画室塑吏付宝《鉢藁援頁座）
◎廟境をキーワードにした■用創出 ４０『鰍の■用』理洩艸担い手づくり(ｎ鉢ご低価 ◎哩凹の冑限

41■の山門定唾哩理〔五q写画三ｍ】
Ｏ断隅創纂文恨(蹟たな田冑幽tγい）４２１ターン創黛叉擾(理ｔＤ壷扣）

43伽のERI』ﾗｲﾌｻﾎｰﾄ【竃f#僧聖撞)
唾岨戟里再■庫紐11焔性化(曹■腫）５４

55舷■官個櫨逮(ﾛr■檀迦掘)
一 一 一 ・ ｡ = 一 一 壬 生 ← ゴ

卵艸案披禰研修(■林水鯉職蘭lH）
Ｏ胤内航黛の促蝋 ０人轍の再販“人判Ｕターン優亜【■剛拘垂、） ５７紳某冒及柵専(躰塵僚側煤〉

Ｉ １８掻円局政策ｺﾝﾍ《固細》{政■専典室１
５８愉岨交澄ｾﾝﾀー B砿｡U冑及客児(伯帆砂剛Ｕ１
鉛憤相輿涜センヶー鋤１．Ｕ人付肉成《愉幡政鮒綴）
“地方皇つ配､の広畑(手間て抱遺呪１

４５ﾌﾛｰﾄﾊﾝﾄ量働く愉愉政懐風）
“移勤過侭用鉄塔歯Dq印働事纂(愉範盈瞥唖
４７甑世紀山村屈性むら酎段(住宅国喚画
４８新Milt蛤域ケーブル子1超雌蛇転偵(梢輯鋳感垂

Ｏ住血塊整働

P帥ｱ ｸ ﾘ ﾄ ﾗ ｲ翼煩(紋慮佃幽旧）、-

Ｏ堆域の魁力づくり --」、 ６２やすらぎの厨創遣,体收(側神圃備脚）
旧撮貝局政粛ｺﾝﾍ《日高､箇牟裏>(戴段■綱璽〉
的紀榊嘩ぎさの駅描還職FQ飯）

』
_』

人
的紀掛心ぎさの駅備過(塾渥璃）

ここ。ここ。、哩Z竺竺型鯉フィールド整掘“『、の竃附』壷衿蹟養(断ふるさと但遭皿１
- 一 一 一

“｢魔の遍用｣壷鉢蹟吾(断ふるさとｒ擁、１

- ロ

ミ ー
- 甲 !

※赤字は平成17年度新規事巣
囲みは『緑の雇用事菜」人材の定着

地域活性化地域活性化

- ４ -

■■■■ 平成17年度新ふるさと創り体系図



第１森林・林業・木材編

森林資源

森林資源

人工林の現状

天然林の現状

森林の公益的機能

森林計画

森林施業計画

流域管理システム
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Ｉ 森 林 資 源
１森林資源

ポイント
・本県の森林面積(平成17年４月１日現在)は、363,705ha
・県土総面積472,582ha(平成16年10月１日現在、国土地理院)の77%
・民有林面積は346,152haで、森林面積の95%
国有林面積は17,553haで、森林面積の5%・民有林（5条森林）の蓄積は91,857¥m3で、年平均1,332¥In3の生長量

土地利用の状況
平成17年４月１日現在

ｰ

位ha

森林面積
平成17年４月１日現在

ｰ

位ha

資料：林業振興課業務資料

- ５ -
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＜民有林の森林資源＞

民有林のうち地域森林計画対象森林は345,620ha、対象外森林は532ha

民有林蓄積の内訳民有林面積の内訳
平成17年４月１日現在 平成17年４月１日現在

１

（》

ha ３

民有林樹種別蓄積＞＜
平成17年４月１日現在

単位:m３
区 分 ｜ 紀 北 ｜ 紀 中 ｜ 紀 南 ｜ 合 計
針 葉 樹
旧ｇｏ●●ＧｅＧｅｅ■｡●｡｡｡●､■eeeegD4◆1

広 葉 樹
13,423,575
,▲●●●●｡●●●●▲の▲“■■■■■■毎■⑥

64,448
20,787,419
■■■■●■｡●…ゆ●●●●●◆●“ ｡● ｡●

１０．６３６
37,339,989
● ● ● ー ｡ ● ● ① ｡ ● ･ ● ● ① 争 ① 争 ● ● ● ● ｡

１８，９５３
71,550,983
○●●･●●●●●●●●●●●●●●●●●｡●●●

９４,０３７
人
工
林 計 13,488,023120,798,055137,358,942171,645,020

針 葉 樹
､●●凸●●●●●●●●●･●●O●●●●●●●①●ウ｡Ｉ

広 葉 樹
1,545.052 521,044

“ ○ “ “ -

5,530,866
777,259

ー●●●●●●●●●●●●●●●●●●

9,204,409
2,843,355

b･ｃｅＣＣｃＣ今企むｏＧＣ０｡･●●●●･◆｡■

17.368.376
天
然
林

2,633.101 章

計 4,178,15316,051,91019,981,668120.211.731
針 葉 樹 計
厳.…鑿"淵…爵

14,968,627
,●●ゆゆ●●●ゆゅ●…“CG●●勺｡●●■

2,697,549
21,308,463
0 ● “ ｡ ● 一

5,541,502
38,117,248
- 由 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

9,223.362
74,394,338
吟ee●●●ＣＧ｡●｡●■●●Q･●●ｄｏ●●●●

17.462,413
今回 計|17,666,1761126,849.965147,340,610191.856.751

民有林年間生長量＞＜
平成17年４月１日現在

単位rm３
区 分 紀 北

１９９，１９７
30,893
230,090

紀 中 紀 南 合 計
1,172,279
159,601

1,331,880

人 工 林
天 然 林
合 計

388,416 584,666
77,605
662,271

５１,１０３
439,519

資料：林業振興課業務資料

- ６ -
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＜市町村別森林率＞
市町村別森林率で85％以上は田辺市をはじめ県南部を中心に11市町村に及ぶ。
また、５０％未満は、和歌山市をはじめ、県北部に多く位置する。

市町村別森林率
県平均７７．０％

国土地理院承認平14総複第149号

高野口町
田打

部 - 岩出岩
粉

和歌山市和歌山市
川

ｰ

海南市
一ノウａ

有田市

＝

気 - 』
＝＝

気 -●
“

良町
ノ

Ｐ

高町Ｊ
惑町

靭坊
印南町ノ“ﾍ町歳（町

-

､海上富
凡 例

浜町■■ロロロ
森林率B5%以上
75～B5%未満
65～75％未満
50～65%未満
50%未満

陥町

■

線

森林率＝森林面積/県土面種×100
森林面積は平成17年４月１日現在
市町村の区域は平成17年５月１日現在

資料：林業振興課業務資料

１

２

３

■

●注

- ７ -

一



＝

２人工林の現状

人工林樹種別構成(面積及び蓄積）

’

面 積
210,493ha （）

’７

５０%６０%７０%８0%９０%100%
構成比

（単位面積:ha､蓄積:千m3)
その他とは､スギ･ヒノキ以外の針葉樹及び広葉樹

スギ齢級別面積 ﾋﾉｷ齢級別面積

ｰ

単位:ha単位eha

資料：林業振興課業務資料

- ８ -

ポイント
・人工林面積は210,493ha、人工林率は60.9％
・人工林蓄菰は71,646千m３
・人工林樹種別構成(面積)は、 スギが43％、ヒノキが54％、その他が3％である
・齢級別構成では、９齢級(41～45年生)がピークで、18.5％を占める

回スギ■ヒノキ回その他
Ｃ Ｄ ● ■ ■ ■ Q D OQ 0 G D ■ 0 ０ ０ ０

90,116
(42.8%）

34.933
(48.8%）

■ ザ ■ ■ ｡
８ Ｂ 『 且 Ｑ ｌ 』

図

１４．６７８
(54.5も）

5‘

3 5 , 3 0 7 １ ．
( 4 9 . 3 % ） （ ２

Ｉ

１
０

０
１９



＜民有林人工林齢級構成＞

民有林人工林齢級構成
ha
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＜民有林人工林の齢級別面積の変動(昭和51年との比較)＞

民有林人工林の齢級別面積
百ha
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＜市町村別人工林率＞
人工林率が60％以上の市町村は田辺市をはじめ15市町村に及び、そのうち7市町村は70%を超える

市町村別人工林率
県平均６０．９％

国土地理院承認平１４総複第149号

ー

割、

､■

（）
鴻浅町

わ

字 か

町

Ｉ

』
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凡■■■ロロ

〃
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葡
萄
萬

啄請奉證

率
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Ｏ
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１
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６
５
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弛町
７

里
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注：１人工林率＝人工林面積／森林面積×100
２人工林面積は平成17年４月１日現在
３市町村の区域は平成17年５月１日現在

資料：林業振興課業務資料(地域森林計画対象森林）
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３天然林の現状

ポイント
・天然林面積は130,328haで、民有林のうち38%を占める
・天然体蓄積は20,212千m３
・天然林の内訳は、広葉樹が93％、マツが6％、その他針葉樹が1％である

天然林資源状況

■広葉樹
口マツ
回その他針葉樹

その他針葉樹
１％
１，１９３

ｰ

単位;ha

天然林資源状況
(ha)
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資料：林業振興課業務資料

- １ １ -



，

’■

４森林の公益的機能

＜森林機能の種類＞
○森林機能を計量するため、

水源かん養機能
保健休養機能

森林機能を下記の6種の機能から評価したものである。
土砂流出防止機能土砂崩壊防止機能
野生鳥獣保護機能大気保全機能

森林の公益的機能の評価額(和歌山県）

大気保全機能
（10.6%） （》

源かん養機能
（36.5%）

3,780億円

±

ｰ

土砂流出防止機能
（30.5%）
3,156億円

資料：林業振興課業務資料

１参考】
全国の森林の評価額としては、林野庁が平成12年時点で年額約74兆9,900億円と試算している

水源かん養機能２７兆1,200億円 保健休養機能２兆2 , 5 0 0億円
土砂流出防止機能２８兆2,600億円 野生鳥獣保護機能３兆7,800億円
土砂崩壊防止機能８兆4,400億円 大気保全機能５兆1 , 4 0 0億円

- １ ２ -

ポイント。森林は、木材生産の他、
・森林の公益的機能とは、 様々な機能があり、県民生活に大きく貢献している

水源かん養、土砂崩壊防止、保健休養などの機能である，森林の持つ公益的機能を換算すると、平成12年現在で年額1兆0359億円の効果を
県民にもたらしていると評価することができる



５森林計画

ポイント
・森林計画制度は、長期的視野に基づき、全国、地域等の各段階において森林施業の
計画量や施業方法等を系統的に定めるシステム・森林の有する多面的機能を高度に発揮させるため、森林を｢水土保全林｣｢森林と人と
の共生林｣｢資源の循環利用林｣に区分し、それぞれの機能に応じた施業を実施

＜森林計画制度の体系＞

森 林 ・ 林 業 基 本 計 画
･森林・林業基本法第11条に基づき、政府がたてる計画
･長期的かつ総合的な森林政策の方向・目標を定める

↓
全 国 森 林 計 画

ｰ

・森林法第4条の規定に基づき、
農林水産大臣がたてる計画・国の森林関連政策の方向を定める
・５年毎にたてる15年間の計画

----1造林、林道等の事業量等に関し、
Ｉ農林水産大臣が閣議決定を経て
’５年毎にたてる5年間の投資計画

１

１

１

１

１

１

１

１

･森林法第4条の規定に基づき、
農林水産大臣がたてる計画･国の森林関連政策の方向を定める
｡５年毎にたてる15年間の計画

Ｉ Ｕ
レーロ .ロ , . . . . . ■ - - -． - - - -． ﾛ．一一一一一一 . - -． - -．一一一』

’
↓↓ 国有林民有林

国容体の地鐘別画森林計画地 域 森 称 計 画
･森林法第5条の規定に基づき、
都道府県知事がたてる計画･民有林の伐採、造林、林道、
保安林の整備の目標等･５年毎にたてる10年間の計画

･森林法第7条の2の規定に基づき、
森林管理局長がたてる計画･国有林の森林整備の方向、目標等
･５年毎にたてる10年間の計画

↓

森林計画区ごとに計画
紀北地域森林計画
紀中地域森林計画
紀南地域森林計画

市 町 村 森 林 整 備 計 画 、〆

･森林法第10条の5の規定に基づき、
市町村長がたてる計画･森林所有者が行う伐採、造林の
指針等を定める．５年毎にたてる10年間の計画

ノＬ
１
１
Ｖ|’ 県内全市町村で計画

森 林 施 業 計 画
･森林法第11条の規定に基づき、森林所有者等がその所有する森林について自発的に作成する
具体的な伐採・造林等の実施に関する計画･５年を１期として作成し、森林の所在地が属する市町村長の認定を受ける

.この計画に従い、森林所有者等は計画的・合理的な森林施業を行う

- １ ３ -
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森林整備事業計画

計画的な森林施業に対する優遇措置
①税制上の特例措置
②造林補助金の割り増し
③磯林漁業金融公庫資金等の低利融資
④森林整備地域活動支援交付金の交付



６森林施業計画

ポイント
・森林施業計画は、合理的な森林施業を推進し、森林資源の持続的な管理と林業経営
の健全な発展に貢献している

・森林施業計画の潔定面積の累計は平成15年度で民有林（県有林を除く）の65％に
あたる227,633haである・平成15年度の潔定実績は19,297haである

・平成14年度から森林施業計画制度が改正されたため、平成14年度の数値は新基準に
よる認定実績である｡なお､累計は､新基準の認定面積と旧基準で計画期間が残ってい
る｢みなし記定｣面積との合計数値である。

森林施業計画認定累計'寵
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資料;林業振興課業務資料
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７流域管理システム

ポイント・森林を管理する上で合理的な地域の広がりである「流域」を基本単位とする
・流域内の市町村、森林･林業、木材産業関係者等の合意形成の下に、木材の生産･加工・
流通各部門の連携による民有林･国有林を一体とした森林整備と国産材供給体制を整備

◎流域における合意形成を図る場として、「流域林業活性化センター」並びにセンターの下に
「流域林業活性化協議会」及び「専門部会」を設置

◎森林・林業関係者の合意の下で「流域林業活性化基本方針」及び「活性化実施計画」を策定
し、その具現化に向けた取組みを推進

和歌山県における取組み
和歌山県の流域は、紀北、紀中、紀南の3流域である。
平成3年度から平成6年度までに各流域で流域林業活性化センターを設立し、活性化
基本方針を策定した。活性化実施計画書は、平成7～9年度に策定した。
紀中流域、紀南流域は先導的流域(他の流域のモデルとなる流域)に選定されている。ｰ

和歌山県各流域の概要

(紀北流域林業活性化センター）
センターの設立平成6年９月16日
センター事務局海草振興局農林水産振興部林務課内
活性化協議会の構成員数：３２名
専 門 部 会 生 産 流 通 加 工 部 会

森林活用部会

国土地通匡承ご手１４腫痩竃142号

(紀中流域林業活性化センター）
センターの設立平成3年12月４日
センター事務局日高振興局農林水産振興部林務課内
活性化協議会の構成員数：３４名
専門部会林業労働対策小委員会

作業道等路網対策小委員会
流通加工対策小委員会

先導的流域の選定；平成5年５月７日

(紀南流域林業活性化センター）
セ ン タ ー の 設 立 平 成 4 年 ７ 月 ３ 日 （ 東 地 区 ）

平 成 5 年 1 2 月 ９ 日 （ 西 地 区 ）
センター事務局東牟婁振興局農林水産振興部林務課内(東地区）

西牟婁振興局農林水産振興部林務課内(西地区）
活性化協議会の構成員数：２７名(東地区）３６名(西地区）
専門部会経営部会、労働部会、流通・加工部会

森林空間等多目的利用部会
森林経営改善・特用林産等部会
林業生産基盤・素材流通合理化部会
木材加工高度化・需要拡大PR部会

先導的流域の選定２平成7年４月19日

- １ ５ -
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Ⅱ 森 林 の 保 全

１保安林

２林地開発行為の許可

３県土の保全・治山事業

４森林被害
ｌ》

…
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Ⅱ森林の保全
１保安林

公益的機能の発揮上重要な森林を保安林に指定している。
県下の保安林面積は（平成17年３月31日現在)13種類で117,039haである。
県下の森林に占める保安林率は32％となっている。
所有別内訳は国有林が13,486ha、民有林が103,553haとなっている。

保安林の種類別面積
防風保安林

鳴 崎
、潮害防備保安林

（0.2%）１８１

保安林総面積:117,039ha土砂崩壊防備保安林
二 一 一 一 一 Ｅ 1 ％ ９３８〃

／
Ｚ〃 〃 〃〃 Z3８

沙流出防備
(21.6%）

林土

干害防備保安林
／(0.8%）９８７
落石防止保安林
/W._６；防火保安林

寺と＝ニデさ＝＝ざﾆﾃｰ君＝一(0.0%）１８
- - - - - ー ー ー ー ー ー ー ー 一 一 ー ■ ■ ■

菫室三雲妻署室謹喜～魚つき保安林（0.3%）３９１- - - - ー ー - 一 一 一 一 一 ｑ ■ ■ 一 一 一 ー ■
Ｂ 一 一 一 一 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ■ ■ ■ ■ ■ ■

: :舞韓 : : # : :韓糞津、航行目標保安林◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆4(0.0%) １◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ｑ
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆4～保健保安林◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆４
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆４ (0.6%)◆ ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆４６５８
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆４
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保安林面積の推移
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資料：森林整備課業務資料
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２林地開発行為の許可

ポイント
･１haを超えて開発行為を行う場合は知事の許可が必要
・森林の秩序ある他用途への転用開発保持のため､林地開発許可､連絡調整を行っている
・開発許可実績は、平成16年度末で124件2,281ha
・連絡調整実績は、平成16年度末で208件2,494ha

林地開発許可面積割合林地開発許可実績ha
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０
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０

０
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０
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０
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昭和50年～平成16年度実績合計:124件2,281ha

連絡調整実績面積割合連絡調整実績
ha
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昭和50年～平成16年度実績合計：208件2,494ha

資料：森林整備課業務資料
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３県土の保全・治山事業

治山事業は、林地の崩壊を防止・復旧するとともに、水源林の造成を行います。
地域の特色に応じた緑豊かなうるおいある生活環境づくりを目指します。

治山事業の推移(事業費）
億円
１００

８０ --1･ ･ ･，。･･ ･-- - - - - - .．ゴー・・‘ - ,。 ‘。。- ･ ･ ･ ' ‘ ､● ‘ ｡ , ‘ ｡ ' ･ ‘ - ,。 - ‘ロ｡ -・・・・-｡．。･･ ･・- -・ - -画一口一画画画．

Ｅ
一

6０ ＝ 凸 ロ ■ Ｉ ■ 。 ■ - ー ﾛ ■ ロ 韓 韓 ロ ■

事
業
費

写

4０ ７６ 6９ 6７
5７ 5６5６１５３5４

2０

当一望■■■Ｌａ■■■両画」-■m l a . a画■■■踵■■■唾■■■哲酋■■■噸■■■四■■■ .■０
元 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １ ０ １ １ １ ２ １ ３ １ ４ １ ５ １ ６

年度

治山事業の事業別内訳
（平成16年度）

｝… 山地治山事業

水源地域整備事業

水土保全治山事業

保安林整備事業

地すべり防止事業

県土防災対策治山事業

直轄治山事業負担金

1,529：

832

293
０

９

８
９
０

０
６

■
■

６１ ０

１

１

１

■

1６０

全体事業費3 ,490百万円4８
０

口

０

６

１

1０

3,000

百万円

2,0001,000０

事業費

資料：森林整備課業務資料

- １ ９ -



蚕

４森林被害

ポイント
･平成16年度の松くい虫の被害材積は、1,749m3で、昨年度に較べて295m3減少した。
・予防を徹底するため、特に保全すべき松林を重点に総合的な防除対策を進めている。
・平成11年８月頃、和歌山県、奈良県、三重県にまたがるカシノナガキクイムシによる
カシ類の集団枯損被害が発生し、和歌山県では東牟婁地域に被害が集中したが、被害
は減少傾向にあり、平成16年度の被害実損面積は0.02haであった

・平成16年１月～12月の森林火災発生件数は、１９ケ所、１５.02haであった

松くい虫被害材積と駆除材積及び予防面積

|…被害材積皿皿駆除材積÷予防面積’３
ｍ

6.000
ha
1.500

L Z Z （）！ ４α993
5,０００

1,000

4,000

０
面
積

０５

０

’５鴇3ｍ。
2,０００

１

1.000

;12際91隙６
０

６１６２６３元２３４５６７８９１０１１１２１３１４１５１６
年度

ｰ

森林被害実損面積(ha) (実損）
スギノアカネ
トラカミキリ

ガ
シ

ナ
ム

ノ
イ

シ
ク

カ
キ年度 松くい虫 スギカミキリ カモシカ シカ ノウサギ

H8
H9
H10
H11
H12
H13
H14
H15
H16

197.12
145.10
133.10
212.86
122.09
190.08
185.44
290.48
７３．４６

叩一鍼一獅一皿一皿一Ⅷ耐一皿一皿

幽伽一岬一桝一柳一咽而一恥一皿

岬而一価一唖“｜抑一州一”｜岬

157.22
141.57
126.75
７４．６８
６４．２１
２４．５４
９５．１１
３６．８５
８０．７３

34.０３
２３．１３
２２．８６
３．６８
３．７６
４．７５
５．１０
８.５０
１.１０

一一一一一一祁一唖一唖一ｍ一一一岬
（重複あり）

資料：森林整備課業務資料
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＜森林火災＞
平成16年１月～12月の森林火災発生件数は、１９ケ所、15.02haであった

月別森林火災発生件数
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鍵
,＝＝＝＝＝＝＝鑿壽 塑濤霊一一一壽雷… 10 -

霧霧段

…癖０
１ 月 ２ 月 ３ 月 ４ 月 ５ 月 ６ 月 ７ 月 ８ 月 ９ 月 １ ０ 月 １ １ 月 １ ２ 月

※冬から春先にかけての時期と８月に森林火災の発生が多い。

＜その他の自然被害＞
被 害 区 域 面 積
水 害 雪 害

０．９５
１．１４
７．４２
０．２５
０.３０１８．８３
２．９０
２．７８
１．１９
０．２１
０.７７

㈱｜袴実 損 面 積 ( h a )
… ̅ 「 雪 害 一 「 宇 害年度 凍害凍 害 ｜ 風 害

邪一ｍ一躯一噸一榊一順一脈一Ｗ｜肥一朋一帥一洲一池一服一冊一肺一脈

唖一榊一唖一唖一卿一麹一恥一蠅一咽一ｍ

853.19 67.32
３．9０
０．３６
３８‘０６
49.07

888.25
227.36

23.81
１．８０
０．３６
９．７２

16.22
339.66
34.72

373.54
1.080.24

2.0０２．４５2.００

3.12 0.33
■■■■■■■■■

0.48
0.04
-

0.48
０.３３

ｰ

0.02
-

2,926.80
０‘01

-

903.42
０．８５
0.02
11.57

０．８５
0.02
11.57

1９．３１1９．３１

０．４４０．４４
3.383.38

＜森林国営保険＞
平成15年度末の森林保険の契約保有高は、、次のとおりとなっている。

讓壽 契約率(%）
１３.０

｜
’’’鰄蘆茉両葵…

資料：森林整備課業務資料
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林業経営

造林

間伐

素材生産

林道

林業機械

林家と林研グループ

林業経営

特用林産物の生産

山林用種苗の生産

森林組合

林業労働
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Ⅲ 林 業 経 営
１造林

ポイント
・平成15年度の造林面積は、366haであった
・戦後活発に行われた人工造林は、昭和30年の12,167haをピークに減少
・樹種別ではヒノキが最も多く、平成15年度には47.8％を占める
・資金別では補助造林が最も多く、平成15年度には31％を占める
・平成15年度の1haあたりの造林経費(再造林)は819,500円であった
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平成15年度地域別造林面積
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東牟婁渦
（27.9%）

2７

1０２
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（31.4%）
１１５ 単位:ha

資料;H17.3.31.現在森林整備課業務資料
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樹種別造林面積
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蔦‘0,
400

200

０ Z蘂､鍵且昼垂亘墨且墨､崖輿・nL皇五l=mE==mL皇n畳Eと=amE.tp嵯昏二日垂且建畠､壷且塗且錘ｊ
ｂノノu４４５2４６３0１４９2018１６２１６２２４５４２５８１５５１４０
６０６１６２６３元２３４５６７８９１０１１１２１３１４１５

年度

（》
補
助
造
林
の
占
め
る
割
合

００

０

０

０

０

％
１
８
６
４
２
０

資金別造林面積

ha

ＯＯ1,2 ■ ■ 一 色 ４ 口 ■ ■

｜鋼一筆”’

□その他
ロ自力造林
圏公団造林等
回融資造林
■補助造林

幸學i轟一'７２‘閲.…_………一一一-
’'661雨

壷Ｌ．｜
匠。罰学

1,000

８00

Ｅ’一６面
積 0０

竺圭3５３９
局弓

１４５
＝ っ - 色 一詞̅４0０ ｰ

578 53011,"91577157414241@I6914391144,
２0０ 恋心一’ 順一幅
０

６ ０ ６ １ ６ ２ ６ ３ 元 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １ ０ １ １ １ ２ １ ３ １ ４
年度

<1ha当たりの経費:平成15年度スギ"ヒノキ4000本植え＞
（単位?円）

苗木 地栫え 植え付け 仮植・運搬 計

再造林 273,000 294,400 204,800 47,300 819,500

拡大造林 273,000 512,000 204,800 47,300 1,037,100

資料:H17.3.31現在森林整備課業務資料
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２間伐

ポイント
”生産性の高い林業経営を行うための適切な間伐作業の推進
･平成15年度の間伐実績は9,451haであった

間伐実績の推移 ■造林事業、自力等
■間伐事業ha

ｌＯ,000

9,000

8,000

7,000

6,000

5,000

４,０００

3,000

2,000

1,000

０

9.588
１9191‘９，４１

司咀ⅡⅡⅡＩ０Ⅱ咽ⅡⅡⅡＩⅡⅡ刈川ⅢⅢⅢ卍

…．．.……̅.……..̅ .̅……̅ .̅.̅….…̅.̅...．..．…....̅ …̅も誠…8;055
7.972

6元３̅-７額７

間
伐
面
積

)4５

＝

|,1９
6j80１

’i,5８ 4.431

Ｂ Ｆ 々 １ ”｡ . - ｒ ｒ

６０６１６２６３元２３４５６７８９１０１１１２１３１４１５
年度

(注）間伐事業の経緯
間 伐 促 進 総 合 対 策 事 業 ～ S ６ １
森林地域活性化緊急対策事業H１～S６２
間 伐 促 進 強 化 対 策 H ２ ～ H ６
流域総合間伐実施事業H７～H９
水土保全森林緊急間伐実施事業H10～H１３

(H14から造林事業と統合）

ｰ

樹種別間伐面積
平成15年度

(単位ha)

H16.3.31現在森林整備課業務資料
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和歌山県間伐等推進計百
間伐等推進3ケ年対策（平成17～19年度）

健全な森林づくり健全な森林づくり

間伐目標
２４千ヘクタール

(年間8千ヘクタール）
２４千ヘクタール

(年間8千ヘクターノ
レ
ール）

（》

皇

且“

」

一睡 間伐材利用の促進搬出促進

’ 間伐手遅れ林分の解消

シ

ａ■

|珊燕薑撫業’木の国プロジェクト
紀州材･次世代を育む

環境整備事業

’ ’ 木材利用推進活動事業
･林道事業、治山事業等
公共事業への間伐材利用促進珠杯楚備推ズ

（垂林づ<L 週ｲ寸守
段Ｊ〕j白霊ー

■
-２６-

間伐材利用促進対策間伐実施のための基盤整備

間伐材搬出支援事業



３素材生産

ポイント
・平成15年の素材生産量は173千m3で、前年より8.5%減少した
”素材生産量173¥In3のうち製材用が164¥m3と95%を占める
・樹種別ではスギが58％、ヒノキが38％である
・平成15年の生産林業所得は55億円で、前年と同じである

用途別素材生産量
■チップ用
■その他
■製材用

千㎡

400

300

００２

素
材
生
産
量

ｰ う
６

255 245
1００

０
４ ５ ６ ７ ８ ９ １ 0 １ １ １ ２ １ ３ １ ４ １ ５２ ３

年次

樹種別素材生産量H15年次

’全生産量：１７３千m３
ー そ の 他 広 葉 樹

:千m3)

資料：木材需給報告書
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¥m３ スギ･ヒノキ等の素材生産量の推移
500 ロその他

■ヒノキ
園スギ
■ヒノキ
園スギ

1１６400 一 ■ 口 ｡ ｡ ■

-

毎 甲 ｡ ■ 心 口 与 ■ 早 ■ ■ ■ 垂 邑 毎 毎 巳 今 ■ ー ＝ ● ● ● ● 一 今 ｡ ｡ 一 一 画 ー ロ ー - ÷ 一 一 ÷ ＝ ＝ ＝ ● 勺 画 一 己 ＝ ● 凸 心 - ＝ - ● ● 巳 士 - 今 一 一 毎 巳 ① 邑 凸 今 今 ● ◆ ｡ ÷ 舎 ｡ ● ● 甲 ● 舎 ● ● - 缶 守 宇 ● 甲 ● ● - ＝ ̅ 今 - ＝ ＝ ■ ● ■ ■ 凸 守 一 一 ＝ ａ ■ ■

一 『

■量壼壽団坐畠呂，‘当エ０

０

０

０

３

２

素
材
生
産
量

6８1３０ 6８7７ 5８４０

0５８ 9９0８
9４ 8５8３ 8２ ７- - ■ - - - - - - - - 一

6５
-

2 “1００
1５５ 1５７1４９ 1４７1４６ 1４６ 146 1４５1４１ 1４３1３９ 1２５ 1２６1２４ 1１４ 1０８ 1０１ 一》

０
5 ０ ５ ５ ６ ０ 元 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １ ０ １ １ １ ２ １ ３ １ ４ １ ５

年 度

林業生産所得と素材生産量の推移
億円 千m３

５００

|ﾛ■■林業生産所得÷素材生産量’
4８０250

400
200

林
業
生１５０
産
所
得１００

素
材
生
産
量

０

０

０

０

０

０

３

２

１ ｰ

０

5０

０
元 ２5５ 6０ ３ ４ ５ 1０１１１２１３１４１５６ ７ ８

年 度
９

資料：生産林業所得統計報告、木材需給報告書
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４林道

ポイント
・民有林林道の総延長は平成16年４月１日現在で691路線1,757kmとなった
そのうち、自動車道は1,472km、林道密度は4｡28m/ha、舗装率は51.8%である・平成15年度の事業費は約29.1億円となっている

林道開設の推移
(m)

60,000 51,255
48,136

il" 35,973開
設
延
長

40,000

20,000

ー ０ I

９ １ ０ １ １ １ ２ １ ３ １ ４ １ ５6 0 元 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
年 度

林道開設事業費の推移(億円）
60.0 ５０．６

４４．４-４２．３４３．０４２．８４３．５４６．２４３.2
.31.2-34.0--33.1--33.7.．36.2.…-二・一・一-→-・･･･＝＝･-…一一・・35.6,-31.2.29.,

■■■■ ■■ ■ ■
０

０

■

●

０

０

４

２

事
業
費

0.0
９ １ ０ １ １ １ ２ １ ３ １ ４ １ ５元 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

年 度
6０

ｰ ．

管理主体別林道延長
（自動車道）

林道開設別実績

資料；林業振興課業務資料
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市 町 村 別 林 道 密 度
(平成16年４月１日現在自動車道）

（市町村名は平成16年４月１日現在）

大阪府

一ず

恋 町

野
海南市

』c O

奈良県 ヘ

シ揚幸、
今》 戸一

中識寸

ｰ

ｂ

川辺町川

美浜町

三重県
本宮町

浜町
那智勝浦町

日置川町
ー

古座川町
すさみ町すさみ町

盛

--

｡ 樺 僻。

例例凡凡

5.0m以上
3.5m～5.0m
5.0m以上
3.5m～5.0ｍ

１
２

注 林道密度＝(自動車道/民有林面積)×100
民有林面積は平成16年４月１日現在2.0m～3.5m2.0m～3.5ｍ

05m～２.０m
０5m未満
0５m～２．０，
０5m未満

ノ、、 ノ

- ３ ０ -



５林業機械

ポイント
・林業機械の台数の多いものは．チェーンソーの3,592台、刈払機の7,956台である
・その他に多く使われているのは、集材機、索道、モノレール、フォークリフト、
動力枝打機・高性能林業機械は、ハーベスタ、フオワーダ、タワーヤーダ、グラップルソー、
スイングヤーダの導入が見られる

平成15年度林業機械・器具の現況
機 械 種 名
索道蕊:蕊
築材機4麓灘
モ ノ ケ ー ブ ル
リモコンウィンチ
自 走 式 搬 器
モ ノ レ ー ル

適 朧 台 数
５４
４７
１４９
２３０
１８
１５
１８
１０９
３１
１５
２
１
４

１４０
１３
１７
５４
３０
１５
６
３４

３，５９２
１４

７，９５６
５
９７
３７
７

２０
３
４
４
３
５
１

索道

動力１０ps未満
動力１０ps以上
ジグザグ集材機
リモコン、ラジコンによる可搬式木寄機

集材機

ー

懸垂式含む
動力20ps未満
動力20ps以上
林内で集材等の作業を行うホイールタイプのトラクタ
上記でクローラタイプのもの
主として地栫え等の育林作業用

小 型 運 材 機

ホイールタイフ．トラクタ
クローラタイフ・トラクタ
育林用トラクタ
フオークリフト
フォークローダ
クレ｜運材機能なし-ン|運材機能あり

トラッククレーン、ホイルクレーン等
クレーン付きタイプ
グラップルローダ作業車
グラップルローダ付きトラック
搬出、育林用等に係わる土工用
搬出、育林用等に係わる土工用

クレ
ーン

クレーン付
ト ラ ッ ク

グラッ
プル
トラクタショベル
ｼｮﾍﾞﾙ系掘削機械
チ ェ ー ン ソ ー
ﾁｪｰﾝｿｰ付ﾘﾓｺﾝ装置
刈 払 機
植 穴 掘 機

函

リモコンチェーンソー架台
携帯式刈払機

自動木登り式
背負い式等の上記以外のもの動 力 枝 打 ち 機

苗畑用トラクタ
フエラーバンチヤ
ス キ ッ ダ
プ ロ セ ッ サ
ハ - ベ ス タ
フ ォ ワ ー ダ
タ ワ ー ヤ ー ダ
スイ ン グ ヤ ー ダ
グ ラ ップルソ ー
樹 木 粉 砕 機

立木を伐倒、集積する自走式機械
牽引式集材専用のトラクタ
枝払い・玉切りする自走式機械
伐倒・枝払い・玉切りする自走機械
積載式集材専用車両
元柱を具備した自走式集材機械
簡易索張が可能で、旋回可能なブームを装備する集材機械
巻立・玉切り自走式機械
伐倒木、伐根、枝条等を粉砕する機械

-３１-



６林家と林研グループ

ポイント
･2000年現在の林家数は14,016戸である
・保有山林5ha未満の小規模な林家が全体の70.7%を占める
・１林家当たり平均所有山林面積は8.8haである
・山林の保有目的は規模が小さい林家ほど財産保持的意識が強い
・林業研究グループ数は平成16年４月現在、２７グループで会員数は537人である

保有山林規模別林家数
|m1ha未満ロ1̅5haE5̅10haD10̅100ham100ha以上

舜一雨一｢冒二禧二I薑
９
４

■ 雷 唖
D
L P薑1函’
９ ６▲ Ｉ

Ｅ§凧Ｉ

＝

’ 11典95019βⅧ19βⅧ1９６０
ハ

ー
……

’

閻11,196la220I罰2201９７０

王

瀞乳劉播，121 １０;4541９８０

西口悶悶。9,8321冷蛎２1冷蛎２1９９０

皿函9.9049.9042000
,／咳 I - ず Ｔタコ『少々 『ヂョ ０ - 少Ⅱ一Ｆ Ⅱタグ

5 ,000１０,０００１５,０００２０,０００２５,０００30,00035,00040,000
林 家 数 （ 単 位 : 戸 ）

０

(世界農林業センサスによる。1990年までは0,1ha未満所有の林家が
調査対象、2000年からは1.Oha以上所有の林家が調査対象。）

ｰ
保有山林面積規模別林家数（和歌山県計）

単位林家数：戸、面積;ha
5ha未満

９，９０４
７０.７

１０～100ha
ｌ,９３９
１３．８

100～500ha
11０
０．８

500ha以上
２１
０．１舗一岬一岬 5～10ha

２，０４２
１４．６

林家数
一

構成比
注：保有山林面積１ha以上の林家

人工林率別林家戸数
単位：戸

県計
６，４３０
100.0

人工林なし
７８９
１２．３

10％未満
１５１
２．３

１0～40%
６５４
１０２

40～80％
１，２１４
１８．９

80％以上
３，６２２
５６．３

林家数
一

構成比
注：保有山林面積3ha以上の林家

人工林なしの林家数は人工林の齢級が不明なものを含む
資料:2000年世界農林業センサス
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＜林業研究グループ＞

郡別林研グループ数および会員数

’禽 障 障
※県全域は女性林研

’
’
１
幽駆-３

ｌ
Ｉ
ｌ
鼬塊-３ ’串一唖-５

林研グループ数および会員数の推移（人）

1,400

1,200

1,000

(グループ）

４５
４０
３５
３０グ25ｊＩ
２０プ
１５数
1０
５
０

ｰ

会
員
数

800

,嘘01坪０600

４００

200

０
元 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

年度
1０ 1１ 1２ 1３ 1４ 1５ 1６

資料；林業振興課業務資料

…

<<参考>＞
保有山林面積規模別林家数と面積(2000年世界農林業センサス）
林家：平成12年２月１日現在の保有山林面積が1ha以上の世帯をいう。
農家林家：林家のうち、農家である世帯をいう。
非農家林家：林家のうち、非農家である世帯をいう。
保有山林：世帯が単独で経営できる山林のことであり、所有山林のうち他に貸し付けて

いる山林などを除いたものに他から借りている山林などを加えたものをいう

-３３ -



７林業経営

ポイント
・伐出労賃単価の上昇は、平成15年において昭和50年の2.57倍となる
、一方、山元立禾価格は0.19倍と低落し、林業経営の収益率は著しく低下している

伐木造材作業者賃金と山元立木価格の推移(指数比較）
→ - 全 国 伐 木 造 材 賃 金 → - 全 国 ス ギ 山 元 立 木 価 格
一←和歌山県スギ山元立木価格→一和歌山県伐木造材賃金

２９１
300

製262261252256257埋久等一塞濤:３２４５
̅̅...̅̅̅̅--.α--”2--250

で率》麹●翻一マア→鯉●盤２-←訓一毎句二一 Ｃ狸
曲○

勺
麹
一

■■一“●”ゞ子卵一
昔
寸
’
一

一

２

辛

〉》《哩一鯉口

Ｐ

ご

凸

寺一

鴬20。 （）
1５０

i0f'115159
1００

軍鶏5０

０
5 ０ ５ ５ ６ ０ 元 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １ ０ １ １ １ ２ １ ３ １ ４ １ ５

（指数は昭和50年の値を基準とした値）

伐出造材の作業員賃金およびスギ山元立木価格の推移
単位：円

伐出造材作業員賃金
和歌山県全国平均

５，５５９５，３９６
１０，７７５８，２１３
９，８８３８，５８０
１３，６４３９，５１３
１２,３３６９,８０３
１３,０６７１０,９２４
１４，１０６１０，５９１
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１５，３２１１２，５３０
１５，３９０１２，３７２
１４，５９０１２，５２０
１４,５１０１１,７００
１４，０２０１２，５９０
１４,２３０１２,１６０
１４,２７０１１,７６０

スギ山元立木価格
和歌山県全国平均
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８，３００８，１９１
８，２９７７，７９４
７，５７８７，０４７
４，５９７５，３３２
４，６５８４，８０１

備 考
印一弱一帥一元-２ｌ３ｌ４ｌ５ｌ６--７ｌ８ｌ９’㈹一川一値一個一艸一帽

＜伐出造材作業員賃金＞
林業統計要覧
厚生労働省「林業労働者職種別

賃金調査報告書」
（各年とも10月調査）

＜スギ山元立木価格＞
林業統計要覧
財団法人日本不動産研究所
「山林素地及び山元立木価格
調べ」

（注）立木価格は利用材積1m３
あたり平均価格

ｰ
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伐出業労働賃金と素材価格の推移(和歌山県）
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資料：スギ中丸太製材用素材価格(径14～22cm、長さ3.65～4m);木材需給報告書
"完命木価格(スギ)、労働賃金(林業職種計、伐出);林業統計要覧
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８特用林産の生産

ポイント
きのこ類の生産量は、ほぼ前年度並みである。県内では生しいたけの生産量がもっとも
多く、その内９割を菌床栽培が占めている。

白炭については、高齢化に伴う生産者の減少により生産量が減少した。

サンショウは年々増加傾向であるが､シキミ等の枝ものについては､ほぼ前年並みである。
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クリの生産量 ワサビの生産雷
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資料：定住促進課業務資料
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９山林用種苗の生産

ポイント
・平成16年度の山行苗木生産量は916千本である．
.そのうち、スギは381千本、ヒノキは529千本、マツは6千本である
・生應■は年々減少し、平成16年度の実績は昭和55年の7.1％となった

(千本）

山行苗生産量の推移
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資料：森林整備課業務資料
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１０森林組合

ポイント（以下、森林組合統計調査の平成15年度末現況より）
・平成15年度末の森林組合総数は28組合、組合員総数は18,348人であり、組合員
所有の森林面積は248,892haとなっている・組合資本については、払込済出資金総額896,253千円と、森林組合を取り巻く
厳しい経営環境の中、組合員の理解を基礎に環境林整備など穣極的な事業展開
を図り自己資本の内部留保に努めている。・２１組合が作業班を有し、９組合が林産事業で38,382m3の素材生産を実行してい
る。保育実繍については、下刈り1,855ha、枝打ち424ha、除間伐9,163haの事
業が実行されている・作業班員は、総数413人、年間150日以上の従事者は341人、210日以上の従事者
は222人となっており、年齢別では、４０歳未満の従事者が132人で、６０歳以上の
従事者が161人となっている

組合員数の推移
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払込済み出資金等の推移年度
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資料：森林組合統計調査(平成15年度末現況）
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平成15年度依頼者別保育実績

市町村
(5.1%）

単位:ha

（）(4.4%）

作業班員と専従職員数の推移 年度
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832181
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８
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０
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Ｌ
Ｕ
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Ｉ
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年度 ー

(m３) 販売･林産事業の木材取扱量 森林造成事業の推移(ha)

！年度一一木材販売数量
モー木材生産数母

12000 ■ 年 度 ロ 新 植 園 保 育16000
14000
12000

10000
８０００
６０００

４０００

２０００
０

13.76110000
１１‘248111,28411,735｛1.121↑1-426１１．５７ ３

8000０

6000０

4000０

０2000

０
年度４５５５２６０８９１０１１１２１３１４１５ 5５６０２８９１０１１１２１３１４１５

年 度
資料：森林組合統計調査(平成15年度末現況）
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１１林業労働

ポイント（減少し高齢化する林業就業者）
国勢調査によると平成12年の本県の就業者は1,393人で、昭和30年に対して90％の

大幅な減少を示している。
また、６０歳以上の占める割合が、昭和30年の8.8％に対して平成12年は48.4％とな

っており、高齢化の進展が著しい。
しかし近年、自然志向や地球環境への関心の高まりから、若干ではあるが新規参入

が見られる。
今後、若年新規参入者のさらなる確保及びその定着が課題となる。

＜林業就業者数と年齢階層別就業者数及び構成比の推移＞
上段：就業者数（人）
下段：構成比（％）

総数’１５～19歳１２０=西歳|３0～39歳|４０～49歳 ５0～59歳
２，２５５
１６.０
２，２８７
１７．１
１，３４１
１９．８

１，３８５
２３．３
１，３９２
２７．８

嘩淵年次
2,464
１７．５

1,240昭和30年 1４,０５１ １，１８８
-

８．５
3，９４２
-

２８．１
2,962

8.82１．１
3,535 2,458

１８．４
1,506昭和35年 5３６

０.０
０

０．０

3,041
２２８

1３，３６３
26.5 1１．３ｰ
１，８７８ 1,704

２５．１
1,097昭和40年 7666,786

27.7 1６．２１１３
304
5.1

1,216
２０．４

1,751
２９．４

1，２５２
-

２１．０
昭和45年 5,956 ４８

0.8
２５

０．５
１８

０．４

邪哩一哩一“｜煙“

６４６
12.9

１，６９３ 1,045
２０．８

昭和50年 5,014
33.8

348
8.5

1,１７０
２８．７
５７６
１９．１
３０９
１３．４

1,419
３４．８

960
23.5

昭和55年 4,077

1,278
４２．３

７９９
26.5

昭和60年 １２
０．４

232
7.7

3,019

154
6.7

９１０
39.4

８４２
-

３６．４Ⅷ｜賑一禍一恥
8６平成2年 2,312
3.7

５４５
-

２６．２ ﾕﾎJ器
６７４

４８．４
-

国勢調査

115
5.5
101
7.3

157
7.6

２４７
-

１１．９
平成7年 2,078

１９１
１３．７

２８３
２０３

６
０.４

１３８
9.9

平成12年 1,393

資料

林業就業者数の推移(割合）ｰ

■15～19歳ロ20～29歳ロ30～39歳■40～49歳■50～59歳□60歳以上

三＝＝昭和30年
昭和35年
昭和40年
昭和45年
昭和50年
昭和55年
昭和60年
平成2年
平成7年
平成12年

一

一

一

１

１

１■一 一

’
一

Ｉ
一

Ｉ
一

Ｉ

100％60% 80%４０%20％０％
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＜地域別年齢階層別就業者数及び構成比＞
上段：就業者数（人）

｛》
資料：平成12年国勢調査

＜森林組合における新規参入者の採用状況＞

平成14年度から、緑の雇用事業の展開により、
今後、この新規就業者の定住と、担い手の中ネ

展開により、林業の担い手の確保が着実に推進された。
担い手の中核としての育成が課題とされている。

､ ＝

’-４２ -

躯 域 隆 刀 ． 総数 15～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60歳以上
海 草 6２ ０

0.0
1１

1７．７
４

6.5
1１

1７．７
1５

24.2
2１

33.9
那 賀 2９ ０

０.０
１

3.4
５

1７．２
３

1０．３
２

6.9
1８

62.1
伊 都 125 １

０.８
1２
9.6
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30
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37.6

有 田 150 １
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９
6.0

’ ７
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2３
15.3
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61.3
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0.7
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1１．８
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21.4 5（

3６
〕､２
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0.5
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6４
､７
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0.0

2１
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’ ３ ２
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’ ６ ７
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9６
● ０
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0.4
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ポイント（依然として多い重大労働災害）
林業における労働災害の発生件数は、関係者の努力により着実に減少してきました。

しかしながら、林業の仕事は様々の自然条件下における足場の悪い中での作業であり、
災害の発生頻度や傷害の度合は、他産業と比較した場合、依然高い水準にあります。

＜和歌山県内における労働災害発生状況の推移＞
林 業全 産 業

備 考年 次 被 災 者 数 被 災 者 数
うち死亡うち死亡

491
465
411

４ｌ４ｌ１ｌ４ｌ２ｌ１-４’二１-２ｌ２ｌ１-３-３ｌ３ｌ４ｌ２’二二２-１-３-１-２’１

酔幟峠幟一》｜》一》｜碓一幟一》》》｜》｜》｜》》｜》｜》｜》｜》｜》｜》｜》》｜》

5,468
5,034
4,600
4,411
4,166
3,861
3,756
3,451
3,341
3,341
3,074
2,780
2,606
2,591
2,534
2,221
2,094
2,056
1,837
1,607
1,511
1,501
１，５０３
１，４７６
１．６０１

紹一型一別
H9年以前は労災給付データ、H１０

年以降は死傷病報告統計データ(い
ずれも和歌山労働局資料)より作
成。
被災者数は休業4日以上。

加一塑一柘一劉一相一劃一四一卯一鋤一刀一犯爾和語坐洲司当劉司当劉祠對型、

３
『
２
-
３
ｌ
３
ｌ
２
ｌ
１
ｌ
２
ｌ
２
-
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
-
１
-
１
ｌ
１
-
１
-
１
ｌ
１
ｌ
１

的一卯一“｜旧一羽一切一妬一似一卵而一両一鯛一犯一幻一羽一配一脚一刊一鯛

ｰ

度数率→延べ実労働時間当たりの
労働災害による死傷者数の割合の
１00万倍の数値をもって、災害
発生頻度を表示。

強度率→労働災害の重さの程度
（傷害の度合）を表すもので、労
働災害による労働損失日数を延べ
実労働時間数で除した数値を千倍
した数値をもって、災害発生頻度
を表示。

1１１
１３８
１３７

ｰ ＜林業労働災害の度数率（発生頻度）と強度率（傷害の度合）の最近の推移＞

灘蕊
◆度数率

一一》
◆強度率(30～99人の事業所における全国数値の比較,年次データ）

IH１0年|H１1年IH１2年|H１3年|H１4年IH１５年一 至 雇 業 1 0 . 4 0 1 0 . 3 5 1 0 . 2 3 1 0 . 3 0 1 0 . 3 8 1 0 . 3 6

林業 |３ .８３１０ .９８１3 . 8 2 1 3 . 6 0 1９ .９７１1４９
鉱業’２．３０１０.３８１1.441０.９９１０.１１１２９３
建 設 業 ’ 0 . 5 6 1 0 . 4 7 1 0 . 1 7 1 0 . 4 0 1 0 . 9 6 1 1 ４ ２

木材製造業’０．５７１０．２９１0.671０．２７１２．５６１１．５７
出典；厚生労働省「労働災害動向調査報告」による。

- ４ ３ -



'２（社)わかやま森券と緑の公社
ポイント
･わかやま森林と緑の公社は、民法第34条の規定に基づき設立された公益法人である

（平成１６年４月１日、林業公社を名称変更）･分収造林方式により計画的に拡大造林等を進める機関として、昭和43年３月１日に設立
・分収森林の整備のため、枝打、間伐（収入間伐）等を実施している
・・よみがえりの森整備事業等環境林整備を推進している
、和歌山県植物公園緑花センター及び根来山げんきの森の維持管理等を県から受託して

いる
．新規林業就業者の技能研修等を行っている

＜分収造林＞
分収契約面積
内 人 工 林

3,817ha
3,361ha

へ

-所有形態別面積
（人工林）

市町村有林
（6.1%）
２0５ ｰ

5９ (9.5%）
３２１

生産森林組合有林
(13.1%)４３９ (単位:ha)

＜緑のオーナー制度＞
分収林箇所数

面積
契約者数

4箇所
27.51ha
203人

(上記人工林の内数）

＜造林事業以外の事務＞
植物公園緑花センターの管理業務
根来山げんきの森管理業務
森林土木工事の測量設計等の受託業務
わかやま林業労働力確保支援センター業務
森林病害虫防除機器貸付業務
紀州ふるさとの店の経営

資料：森林整備課業務資料
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１３林業金融

ポイント
・主な林業関係制度金融には、農林漁業金融公庫資金、林業・木材産業改善資金、
木材産業等高度化推進資金がある‘これらのうち、県では林業。木材産業改善資金の貸付けや木材産業等高度化推
進資金の貸付原資の供給を行っている

林業関係制度資金の貸付実緬及び残高

(単位：千円）

ｰ

＜林業・木材産業改善資金＞
林業・木材産業経営の改善、林業労働に係る労働災害の防止、林業労働従事者の確保及び
青年林業者等の養成確保を図るための林業従事者等の自主的努力を積極的に助長すること
を目的に無利子の資金を貸し付ける。

林業・木材産業改善資金制度の仕組み
L 一 一 一 一

貸付原資
■ ■ ■ ■ ■ 一 一

２／３補
● ■ ● ● ｡●■ ● ■ ● ● ■ ● ● ■ ● ■ ■ ● ■ ■ ● ● ■ ● ■ ● ■ ■ ｡ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ● ■ 旬 ｡ ● ■ 旬 ■ ■ ■ ●

ｰ
貸
付
け

｡■■■■■■』
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林業・木材産業
改善資金
木材産業等高度
化推進資金

鰯蕊
貸付残高

平成13年度末
24,722
117,804
405,000

平成14年度末
25,350
105.930
385,000

平成15年度末
81,223
158.483
354,000

平成16年度末
３０，１２９
164,196
229,600

事 務 委 託 機 関
(森林組合連合会）
(木材協同組合連合会）

国
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＜木材産業等高度化推進資金＞
木材の生産及び流通の合理化を促進し、木材供給の円滑化を図るため、木材の生産又は流

通を担う事業者がその行う事業の合理化を推進するのに必要な資金を低利で融通する。

木材産業等高度化推進資金の仕組み

｜ 国 ’国

出
資
等

ツ

|餓蕊’ 訓 ﾄ哩哩理農 林 漁 業
信 用 基 金

■ 画 ＝ ■ ■ ＝ ■ ＝ 画 ＝ 画 一 画 』 ■ 画 ■ 画 ■ 画 ■ 画 ＝ 画 』 ■ -

県基 金 Ｉ借入れ ・・認；
林合定§へ

原 低 業理；資 利 経化；供 預 営 計 §給 託 改画；
… 華 ：自 ：

計 ：
画 §

、 ' Ｖ指定金融機関Ｉ→応
貸付け

（４．３倍協調融資）

申
請

ｰ
合
理
化
計
画

戸

林
業
経
営
改
善
計
画

■
■
■
■
■
■
”
毎
■
■
■
ｐ
■
■
”
■
■
■
■
■
■
。
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

’

債務保証

＜農林漁業金融公庫＞

農林漁業者に対して、農林漁業の生産力を維持増進するために必要な長期かつ低利の
資金で、一般の金融機関が融通することを困難とするものを融通する。
林業基盤整備資金（造林、林道資金）、森林整備活性化資金及び農林漁業施設資金な

どがある。

-

＜農林漁業信用基金＞

農林漁業信用基金の債務保証制度は、林業者等が林業経営の改善又は木材の流通の合
理化のために必要な資金を融資機関から借り入れる場合に、その借入に係る債務を保証
して、これらの資金の融資を円滑にすることを目的としている。

-４６ -
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Ⅳ 木 材 産 業

１木材需給

２木材価格

３木材輸入

４木材加工（製材工場）

５木材の流通

６住宅建設

７木材利用推進

８木質バイオマス利用促進

当 ＝
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１木材需給
ポイント
・平成15年次の木材需要は503¥m3で、前年を11%下回った
・国産材は184千m3で、前年比8%減少した
外材はは319¥m3で、前年比13%減少した・木材の自給率は36.6％となった

素材入荷量の推移

(和歌山県） ■国産材
■外材千m３

２０００

箇菌篇淵“＝ ０

０

０

０

５

０

１

１

素
材
の
入
荷
量

８６７

篭２０９

１衙園賛

209

#11鍵’１ ‘35』 ､3鰯 .1"1.091500 g7７ 947 8#７
658 573 547

3鱒狸８ 365；蕊
■ ､０
元 ３ ４ ５ ６ ７

年 次
８ ９ 1０ 1１ 1２ 1３ 1４ 1５6２ 6３ ２

(全 国）
千m３

ー
8０.０００ 一句や垂旬の垣函つ。割剖『’

③③』一一

一
の函『、。。

函。“画一④’-，．一劃一一一句睡

“○屯の。画一卸○の画一一興”

、

《

“掴む、の胸一ｍ
割当今」一興鱒

、

、

、

“『句。。の一一一劃“つ印璽一一の時令《

竜

““の仁の句一一一ｍ・“の②鱒つ毎。『

“画。の＠句一鍾乙哉当櫓○画○一．

１

１

、

今興④、や悶弄一ｍや一例蹄翻開国国囹回

．

、

、

今の一○ｍｍ一一悶悶一○今。砲劃一○一ｍ

、

函○一《。←一画胸や今函一棹、二つ今“

、

画“むつの画一憶い。④劃函櫓のマー鱈。

、
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心
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０

０
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０
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素
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入
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量

“ｃ』樽、

“ＣＯＣ、“
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胸②。、＠劃
闇句。Ｃ回心

悶画・の劃画

栖悶。や画一

掴掴ら○心。
樽一二画《

室 一 ＝ 巳一 - - 一 -

一“。②割当

一四。“四ｍ

一団“③印璽
一ｍ当甘心

一画・○垣画

一α』廿二
嘩鍾の挙堕

四画。唖画②

“画。『割】

四ｍ．②申函

画悼亨旬一つ

2０,０００ 輯廻己の凱割

砲の』胸。

蝉“唇。《“

掴『画○一ｍ

̅
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一の今や今②
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一切廼令画

や 画《”一○
０

６ ７ ８
年 次

９ 10 1１ 1２ 1 ３１４１５6 ２ ６ ３ 元 ２ ４ ５３

資料：木材需給報告書
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素材自給率の推移 ÷ 和 歌 山 県
一一全国％
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-６ ２ ６ ３ 元 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １ ０ １ １ １ ２ １ ３ １ ４ １ ５
年 次

素材入荷量の内訳 素材の用途別需要量
平成15年平成15年 素材入荷量合計：503千m３

チップ用本県
園産材
(28.2%）

1４２1４２
外材
(63.4%）

他県
国産材
(8.3%）

4２4２ ｰ319319

(単位5千m3) (単位;千m3)

資料：木材需給報告書
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２木材価格

ポイント
・木材価格は、昭和55年を境として下降しはじめた
・昭和62年から平成２年までは旺盛な住宅建設に支えられ、ヒノキ材を中心に上昇した。
，平成3年には景気の拡大が減速する中で住宅着工戸数が大幅に落ち込み、国産丸太価格

は上昇から下降に転じた

製材用素材価格の推移（全園値）
ひのき中丸太
径：１４～22cm

長さ：３．６５～4.0m
和 歌 山 県 ’ 全 国

1nf価格|指数|1㎡価格指数

すき中丸太
径：’4～22cm

長さ：３．６５～4.0m
可禰凧瞑Ｔ-室菌

而砺溜羅諏lr価格,キ

米ツガ丸太
径:３0cm以上

長さ：６．０ｍ以上
和 歌 山 県 一 ̅ 奎 丁

1m3価格|指数両3価翻焉藪
33.20010035.0001100
23,４００７０２５,６００１７３
２２．１００６７２４.６００７０
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２５,４００７７２７,８００７９
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17,7005321,400161
21,２００６４２２｡６００１６５

国全

皿“雨両面雨而斎扇斎雨万万万詞弱雨詞

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

凧Ⅷ岬一岬耐皿恥Ⅷ珈伽仙心鋤Ⅷ凧

０

０

０

Ｏ

６

４

ｆ

Ｂ

ｐ

３

７

４

９

６

８

一

皿Ⅲ馴一皿皿辿弱而雨一坐ヱ里馴一坐坐型且弧

弱一㈹一元-２ｌ３ｌ４ｌ５ｌ６ｌ７ｌ８ｌ９ｌ扣一川一辿旧一脚一辿拓一雄

（》

製材用素材価格指数の推移 ÷スギ(和歌山県）
至一スギ(全国値）
→一ヒノキ(和歌山県）

ｰ

(昭和55年の価格を100とする指数）
1１０

Ｉ
和
全

全
く
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資料：農林水産統計速報一木材価格
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木材製品卸売価格の推移（全国値）
̅-釆ワガ正角

厚さ10.5cm幅1０５cm
長さ3.0m

1m３価格｜指数
５４,３００１１００
４３,４００１８0
４５，９００８５
４９．５００１９１
４８,９００９０
４８,１００８９
５４.５００１１００
５３,７００９９
５１,９００９６
5 0 , 9 0 0 1９４
５４,０００９９
４７,６００８８
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４５．６００８４
４９,１００９０
５０,６００９３
５２．７００９７

ひのき正角
厚さ10.5cm幅10.5cm
長さ3.65～4.0m
1m３価格｜指数

すぎ正角
厚さ10.5cm幅10.5cm
長さ3.65～4.0m
1m3価格｜指数

５５6 4 , 5 0 U I １ 0０
６０４８，２００１７５
フ厄 50 ,400 [７８
Z ５ １ , ５ ０ ０ ８ ０
３ ５ １ , ２ ０ ０ ７ ９
４５０ ,７００１７９
５５３，６００１８３
６５２ ,３００１８１
７４９ ,７００１７７
８５０ ,６００１７８
９５２，３００１８１
１０４４，３００１６９
１ １ 4 4 , 8 0 0 ６ ９
１２４３，９００１６８
１３４１，９００１６５
１４42,100■■■■調
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注：指数は55年の値を100として算出

木材製品卸売価格指数の推移(全国値） 》》》一一一昭和55年の価格を100とする指数
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３木材輸入

ポイント
・平成15年次の外材の素材入荷量は319千m3で、米材が87%を占める
内訳は、米材277千m３，南洋材24千m３，その他18千m3である・外材の輸入は、年々減少している。

外材の素材入荷量の推移
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外材の素材入荷量の内訳
（平成15年）

外材の素材入荷量の内訳
(昭和62年）
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４木材加工（製材工場）

ポイント・製材工場は年々減少傾向を示し、平成１４年次には２００社を割った。
・県内の国産材工場数は、全体の45％を占めているが、素材入荷量は33％に過ぎない
・国産材工場は、外材専用、国産材外材併用工場に較べて規模は小さい

製材工場数の推移 ■国産･外材併用
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階層別工場数と消費量(平成15年次）製材用動力の出力
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５木材の流通

国産材の流通経路（和歌山県）
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ポイント
・木材の流通経路は複雑多岐にわたっている
。国産材では、原木は市売市場経由が最も多く、製材品では需要者への直接販売と市売
市場経由が最も多い・外材では、原木は卸売業者、商社仕入れが流通を２分し、製材品は卸売り業者経由が
最も多い
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住宅建設

ポイント
・全国住宅着工戸数は、平成3年には、景気の低迷から急落し、前年を19.7％も下回っ
たが、平成4年以降平成6年までは順調に回復した。平成9年は消凌税アップの関係か
ら前年比15.6％減の139万戸となり、その後は120万戸前後で推移している。

・県内住宅着工戸数も同様の推移を示したが、平成16年は平成15年と比較して19.8％
減の6,691戸となった。

住宅着工戸数と木造率の推移■木造■非木造
（ 全 国 ） - 木 造 率 ％

6０千戸
９
４
■

２０００ 4０
1.800 ■

2０ー 1.600
０

０

０

０

０

０

．

０

０

０

０

４

２

０

８

６

０

１

，

１

１

１

住
宅
着
工
戸
数

０

４００

200
０

元 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １ ０ １ １ １ ２ １ ３ １ ４ １ ５ １ ６
年 次

6２６３

住宅着工戸数と木造率の推移
（和歌山県）

■木造■非木造
一 木 造 率

％ｰ

戸
20.000

０

０

０

６

４

２

０

15,000
住
宅
着
工
戸
数

申

。

日

10,000

１
5.000

０
元 ２ ３ ４ ５ ６ ７８９１０１１１２１３１４１５１６

年 次
6２ 6３

- ５ ５ -



７木材利用推進

ｌ ■ 一

９
哩 一

’’ ■

＜紀州材の需要拡大イメージ＞
／

、

、

ノ

｡和歌山県には豊富な森林資源
･適切に管理された森林資源

・利用可能な森林資源

ゞ

- ５ ６ -

ポイント
・木材の利用拡大を図ることは、林業生産を直接増大させ、林業振興のベースを支える
もの。

"地球に優しい循環型資源である木材の利用を推進することは、地球環境の保全という
点からも重要。

・人に優しい健康素材である木材の重要性を広く消費者にＰＲしていくことが必要．
・上記の理由から、紀州材需要拡大戦略、木材の利用推進に関する指針に基づき、紀州
材需要の拡大を推し進めていく。

紀州材需要拡大戦略重点事項
①森林施業に直結する和歌山型森林路網整備
②乾燥材供給・性能表示推進体制の強化
③消費者と森林を結ぶ「顔の見える家づくり」の
④公共事業への「木材の利用推進に関する指針」
０１.ｲｵﾏｽ利用への取組や建築・土木資材の開発

推進
の遵守と積極的な紀州材利用推進

木材の利用推進に関する指針
県有建築物、公共土木工事、物品調達に紀州材の活用を図る

和歌山県の特徴･武器

蔦の利活用



◇◇◇◇◇紀州材需要拡大施策◇◇◇◇◇

… 「 軍 ̅ 筬 一 万 一 犀 ̅ 雷 ̅ 菫 一 雨 ̅ 童 ̅ 罰

雑》》》》 鶚難諜鶚駕駕開催①住宅への紀州材の使用

紀州材を中国へ｣販売開
ンﾄづくり

質強化対策等
州材健康の家づくり支“藻 ”の葺及妃進

用支援
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需
要
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' k = i

-②公共施設の木造化一＠次の国プロジェクトの推進 昌鵜撫鰡匙の蓬備
州材健康空間創

の良さをPR

零謡襄驍駕ﾃﾙ健宅の建殿
需需熱県有建築物の整備
蚕天王軍天而寵河蒋而居雨硬歪１
b公共工事に潟Iﾁる紀淵河繭積極的な活用

… 存 の …③間伐材の利用推進一
作

供給実証
､-ノ
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発
歴
鑑
ス

晋

ウ
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ハル一丁一

④最終消費者である県民
等への直接的なPR

･県民に対する各種イベントでの紀州材のPR
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木； ｵ流通･利用描進対策
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木の国プロジェクトの推進方法

木の園プロジェクト
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全庁的な取り組みの強化
①プロジェクト実現のための方策検討
②公共建築物･工事等の木造化･木質化への提案
③木材使用情報の把握



８木質バイオマス利用促進

ポ イ ン ト ※
･クリーンで再生可能かつカーボンニュートラルなバイオマス資源を有効活用することは､地球温
暖化の防止や循環型社会の構築に寄与するだけでなく、築に寄与するだけでなく､地域･森林の活性化が期待できる。

イオマス資源の供給体制の整備､バイオマスエネルギーの需要･林内､製材所等に散在する（
先の確保など事業の採算性を向上させることが大きな課題である。
．｢緑の雇用事業｣等により発生する間伐未利用材や林地残材、 製材所から発生する残材等を有
効活用し､エネルギー等の利用を促進していく。
※カーボンニュートラル:木質バイオマスを燃料として利用する場合､利用した分の森林を再生すれば大気中に放出さ
れたCOhは再び森林に吸収され､大気中のCO2を増加させないという考え方。

木質バイオマス利用概念図Ｉ
'
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和歌山県内の木質バイオマスの利用可能量(推定値）
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資料:和歌山県木質系バイオマスのエネルギー利用調査報告書(H16.2)
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求鯉候プォ竜ｽの有動諺

発電

熱利用

燃料間伐未利用材
林地残材等

製材所残材等
肥料等

製材所等 木材製品等



頁バイオマスの利用方金

※和歌山県バイオマス総合利活用マスタープランから抜粋(平成１７年３月策定）

現 状
○県内で発生する主な木質バイオマスとしては､廃棄物系では木くず(製材所残材)、
原木市場残材､建設発生木材､菌床しいたけ培地があり､未利用系では､果樹剪定
枝､林地残材､間伐材､ダム流木がある。
Ｏ木質バイオマスの県内の年間発生量は約37万トンであり､廃棄物系バイオマスが
約１３万トン､未利用バイオマスが約24万トンである(いずれも湿潤ペース)。
○林業地域では､収集運搬ｺｽﾄが高いことなどから間伐材の利用率は6.5％(湿潤
ベース)と低くなっている。
○製材地域では､木ぐずを製紙用チップや敷料､堆肥原料等として利用しているが、
特に利用用途の少ない樹皮等の処理が課題になっている。
○木質バイオマスは､その発生源､種類等により特性や収集運搬コストが異なるが、
カスケード利用が可能であり､さらに付加価値の高いマテリアル利用や最終的な利
用段階であるエネルギー利用の促進が求められている。

一》

一己
利用方針

Ｏ森林･林業における循環型システムの構築
木材の需要拡大を図る中で､地域の特性に応じたマテリアル利用やエネルギー利
用などカスケード利用を推進し､森林･林業の活性化を図ることにより､総合的な循
環型社会の形成と森林の公益的機能の高度発揮を目指す。
①産学官が連携した地域技術の高度化とマテリアル利用の推進・付加価値の高い製品や技術の研究開発･商品化･需要開拓
・公共事業や公共機関への木材製品､リサイクル製品等の積極的導入
②木質バイオマスのエネルギー利用の促進･木質バイオマスを利用したボイラーやコージェネレーション施設､ペレット製造施
設等の導入

③未利用バイオマスの利用促進・間伐材等の有効活用と収集運搬の低コスト化や安定供給システムの樹築を図る
ため､関係機関の連携による調査研究､情報収集及び生産基盤の整備

④普及･啓発活動よる県民意識の醸成と､産学官が連携した取り組み体制の整備・セミナー等の普及啓発､産学官による検討会等の実施
・災害用木質燃料等の木材利用促進につながる地域の取り組みの支援
⑤和歌山県の特性を生かした取り組みの推進．｢熊野古道｣や温泉など豊かな自然環境､「緑の雇用事業｣といった施策､製炭、
果樹生産等の産業など本県の特色と関連づけて広くアピールできる利用の推進

…
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森林の総合利用

緑とのふれあい

森林・林業教育
「企業の森・労働組合の森」事業
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Ｖ森林の総合利用
１緑とのふれあい

ポイント
・緑とのふれあいの場とし、植物公園緑花センターを設置し、多くの県民に利用されて
いる

・森林での自然観察等県民の利用を図るため、各種施設を整備し護摩壇山森林公園とし
てオープンした

・国土保全機能と森林浴などが楽しめる保健機能を兼ね備えた生活環境保全林を整備し
ている・子供達の森林や緑に対する関心を深めるため「かしの木バンク」を設置運営している
（平成5年度から）

＜植物公園緑花センター＞

面積 :１１ .７ h a

所在地：那賀郡岩出町
ｰ

主要施設：本館、ウツデイハウス、東屋、温室、水生植物園、展望台、
自然保護センター、パノラマ花壇、大広場

森林：クヌギ、コナラ等の天然林

利用状況：平成16年度１４万1千人

く根来山げんきの森＞

面積 :１９５h a

所在地：那賀郡岩出町

主要施設：バリアフリートレイル、展望台げんき砦、遊歩道、駐車場、荒天避難施設

森林：アカマツやコナラを中心とする里山林

利用状況：平成14年５月25日に-部エリアをオープン

備考：「人が育てる森人を育てる森』をコンセプトに参加・体験型の森林公園。
オープンエリア以外はボランティア参加を得て整備中。

＜護摩壇山森林公園＞

面積 :３２９h a

所在地：田辺市龍神村五百原

主要施設：林間広場、野外ステージ、遊歩道、駐車場観察スポット総合案内所、
シャクナゲ園

森林：ブナ・ミズナラ等の天然林及びスギ・ヒノキ人工林

利用状況：平成5年６月から平成17年3月２０万人

備考：県民参加のシャクナゲの森造成事業(平成6年～平成11年度)約1,500人によ
り約13haに6万6千本のシャクナゲが植栽された。

ー
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＜生活環境保全林整備状況＞

一
̅ ノ

、琴／

Ｉ

-６２-

番号 所在地 区域面積
(ha) 景観特性及び地域の特徴的な事項

１ 和歌山市岩橘 52.90 周辺は古墳群が点在する紀伊風土配の丘特別史跡地であり､園内には､松下配念館､万藁植物園などが配
函された古代文化の学習の地でもある。

２ 海南市大野中 43.30 まで一ｍできる優れた眺鼠で､近隣から訪れる人も多い｡また､林内には雨の大明神が祀られ､地元住民に親
しまれている．

３ 海草郡野上町
梅本 4.73 関西で唯一のススキの大草原が広がる県立自然公園生石高皿のハイキングｺｰｽのｽﾀｰﾄ地点に位画し、

畢節感昼かな樹■を槌愛することで健全で親しみあふれる鹿林に導いている。

４ 那賀郡岩出町
東坂本 5．００ 紀泉郷県立自儀公園内にあり.植物公園緑花センターに隅接.年間を通じて県民の憩いの場となっている｡ま

た､近接する森林公園r根来山げんきの鹿』が平成14年寺オーブン予定である。

５ 那賀郡岩出町
根来 10.10 て平成14年忠仮オープン予定の森林公園『根来山げんきの鹿』があり､将来は多様な森林ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝが

塵lめる。

６ 那賀郡打田町
竹房 15.80 都市近郊の騨林であり南側に爵接してJRパラグライダースクール､指定区域内には百合山新四国八十八箇所

の巡礼路があり､地域住民の憩いの増である.又､眼下に紀ﾉ川が滝れており跳盟を楽しむ人も多い。

７ 那賀郡粉河町
中津川 34.00 ｢ハイﾗﾝﾄパーク粉河｣と一体的に整臓されており､展盟台､野外ステージ､ｷｬﾝﾌ増の他､地元特塵品限売

施設があり､県外からの来訪者も多い｡山頂からの関西團瞭空港方面や紀ﾉ川平野の晩めは遍高。

８ 那賀郡粉河町
杉原 42.00 相定区域の竜門山山頂付近には､貴重な自然環境が保存されており､希少動楓物の生育琿境の整倫を行い

良好な自然環境を育成している｡周辺では.ハングライダー.カヌー等のスポーツが盛んである。

９ 伊都郡かつらぎ町
中飯降 8.73 県立『紀北冑年の窓｣内に位砥し､舜林整個や山臨工を実施することにより､スポーツ.研修､野外活動導への

利用に供されるとともに山地災害を未銭に防止している。
一

10
-

有田郡吉備町
大賀畑 17.30

I古f■日芭償Ｆ
れ､§
マがＩ

一

函綱郷 やバードウォッチングが楽しめる｡また､、上からは週戸内海.奥有田の山並みを一望できるパノラ
､園桧地のフルーツ邑囹ではブドウ狩りも東しめる。

1１ 有田郡吉備町
館井 3.00 卿接地には､町営球場､テニスコート､国民宙舎等が整僧され､周辺の舜林は保健休養ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ鰭股と

して多くの人に利用されている。

1２ 有田郡広川町
下津木 6.40 広川上流広川ダムの北側斜面に位匝し､ダム周辺の騨林を豊傭し､水麺かん養､土砂遼出防止の檀能を高め

ている．
-

1３ 日高郡美浜町
和田

-

66.00
日高川河口から鞄4kmlﾆわたり延々と瞬く煙樹ケ浜の松杯は､背恢の人謀や農地を潮凰吾から守るため､古く
は藩政時代より地域住民の手で大切に育てられてきた｡日ﾉ岬や遵成寺への観光ルートにもなっていますの
で.是非ご覧あれ！

1４ 日高郡日高町
産湯 11.60 自纏とのふれあいを画視し､四季折々の樹木を楽しめるエリアを周遊する散策遭が整備されており､隣接の西

山ﾋｸﾆｯｸ緑地からの跳望は絶景｡また､山頂からハングライダーを楽しむ人も見られる。

1５ 日高郡日高川町
南山 13.50 日高川町南山運動公団を取り唾くように設置され､スポーツ､研修､ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝに親しむ人々の休養林とし

て親しまれている。

1６ 日高郡日高川町
船津 17.00 楓高537.9mの飯盛山中堕邸の毒林力哩■され､簡単な登山と鹿林浴が同時に楽しめる｡村内にはゴルフ増や

テニスコート､キャンプ増が整働されている。

1７ 日高鄙日高川町
初湯川 5.80 浴が楽しめる｡また､椿山半島にかかる全長"の吊り楓､フジ梱で有名なﾘﾌﾚｯｼｭみやまの里も併せて

楽しめる。

1８ 田辺市
館神村五百原 100.00

ー テ ー ー ー ■ 五 一 Ｆ 一 一 ー ̅ ー ■ ｡ ｰ ～ ー 一 q 一 一 一 一 勺 一 可 一 守 一 一 一 一 官 ■ ケ

ツジ辱が自生する｡近走する高野龍神スカイラインは､北に高野山、
いる。

一 画 ー マ ー ー ー マ ー ■ ■ マ ー ■ ケ ワ 句 ■ ■ ケ ケ ー マ

南に醜神温泉を擁し､観光ルートとなって

1９ 田辺市秋津川 8.90 市街地固辺の森林を地域住民のニーズにあった多目的楓能をもつ『水源の森｣｢保健休養の森』として総合的
に整僧し､保安林機能の継持･向上を図っている。

2０ 西牟婁郡
白浜町平草原 14.00 白浜観光地へ続く白涙スカイライン沿いに位匠し､付近には紀州博物餌がある｡林内には起伏に窟む2kmの

ﾌｧﾐﾘｰﾄﾘﾑコースが股置され､地域住民の体づくりの轟として親しまれている。

2１ 東牟婁郡
串本町潮岬 25.00 本州最南蝋に位Ｅし､林相は黒潮の影唇で函帯照菓樹林を形成している｡｢ふれあいの森｣｢いこいの轟｣｢学

習の鹿』｢野島の鹿｣などが段澄されている。

2２ 田辺市
本宮町向山 75.00 飢野川沿いに広がる自鱈林｡林内には修験道侭仰の飢野臭阻動が走り､館野侭仰の史跡が点在する｡周辺

には､本官浬泉郷､本宮大社､毒八丁等をひかえ､年間最多の観光客が訪れる。

2３ 東牟婁郡
古座川町洞尾 1６．００ 天然肥念物｢一枚岩』を中心とする川辺の奇岩景囲地で､上証には桜の名所｢七川ダム｣があり､四季を通じて

観光客が多い｡紀伊半島南嫡の主要な観光地のひとつである。

2４ 東牟婁郡
古座川町佐田 8.02 七川ダムを中心とした周辺は､全国桜百週に週ばれた桜の名所として有名である｡その桜を中心として整傭を

行っており､四季を通じて自然が楽しめる。

2５ 東牟婁郡
串本町伊串 ７．7０ 地域内には､弘法大師ゆかりの神王寺があり､頂上付近からの眺望はすばらしいものがある｡盛傭することに

より町民､近郊の人々や観光客の保健休養の増となっている。

2６ 東牟婁郡熊野川
町玉置ロ 21.50 吉野飢野国立公園の代袈的観光地である瀞八丁の入り口に位画する｡桜､紅菜を中心に壷林改良が行われ

四季を通じて自然が楽しめる。

2７ 東牟婁郡那智勝
浦町大野 14.00 周辺には､全国檀樹蟻跡地や霞野那智大社などがあり､地域を整僧したことにより那智圏浦町山間部の一体

的な阻光地､付近の人々や旅行客の保健休養の烟となっている。
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＜財団法人和歌山県緑化推進会(理事長： 農林水産部長)＞

〔沿革〕平成4年３月に設立。
平成8年３月に'，緑の募金法(通称、平成7年制定)”により、緑の募金に係る業務を
行う団体の指定を受ける。

〔目的〕和歌山県における緑化事業の推進と緑化思想の高揚を図ること、及び｢緑の募金」
を推進することにより、緑豊かな県土づくりに寄与することを目的としています。

〔組織〕理事２３名（内理事長1名、副理事長1名、常務理事1名）
評 議 員 会 １ ５ 名
運営協議会委員１２名
監 事 ２ 名 （ 事 務 局 ： 和 歌 山 県 庁 農 林 水 産 部 森 林 整 備 課 内 ）

〔活動内容〕
緑の募金 家庭や職場、学校などを通じて募金をお願いしています了

集められた浄財は、地域や街の緑化推進、ボランティアの皆
さんによる森林の整備、（社)国土緑化推進機構を通じて国際
協力などに使われています(詳細は次ページに）

へ

シ
緑化啓発普及 県下各地で｢森づくりイベント』を実施していまず5̅蚕7ミマ

子供達が集めたドングリを苗木と交換する｢かしの木バンク」
の運営も行っています。

緑化森林整備 近年、森林整備のボランティアが県下各地で増力同じで応襄
す。その活動や育成に対して支援を行っています。また、緑
化樹苗の配布も行っています。

みどりの少年団育成 県下に32団体(団員数1,500人y温る字撰逹の森林ボラン
ティア組織｢みどりの少年団｣の育成に対して支援を行ってい
ます。

〔活動状況〕 森林ボランティアによる森づくり
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＜緑の募金＞
「緑の募金｣は平成7年に制定された｢緑の募金による森林整備等の推進に関する法律」
（通称｢緑の基金法jといいます。）に基づき実施しています。平成16年は、県民の皆
様から総額21,655千円の浄財をいただき、県内各地で緑化事業に取り組みました。

○募金運動強調期間
年に２回募金強調期間を設け、緑の募金の意義等の啓発活動に取り組んでいます。
〔春季〕３月１日～５月31日〔秋季〕９月１日～10月31日

募金実綴(１月１日～12月31日）○

幟一調一羽一羽-調

全国
24億25,836
24億56,664
24{g50,822
24億2１,００１

対前年比
100.3
101.3
９９．８
９８．８

金額は単位：千円
順位は全国都道府県別募金額の順位

１
２

＊
＊

ｰ
(単位：金額(千円)）○

避叫一郡一睡一叩一叩一叱一岬

全国の募金額
1,286,077

７１，２８６
286,452
274,793
160,554
341,839

2,421,001

○募金の使途
１県内の各地域や街、学校などの緑化の推進
２．ボランティアのみなさんによる森林の整備
３（社)国土緑化推進機構を通じて国際協力

○平成15年度の募金使途
口 地 域 の 緑 化 6 , 5 5 9 千 円
ロ 学 校 緑 化 1 , 4 7 5 千 円
口 国 際 協 力 等 1 , 1 5 3 千 円
ロホ･ﾗﾝﾃｲｱによる森林整備9,564千円
口 募 金 資 材 2 , 5 1 0 千 円
ロ 推 進 活 動 2 , 9 6 6 千 円

ｰ

○「緑の募金事業｣の公募
学校や団体が行う緑化活動に対して、緑の募金から交付金による助成を行っていま

す。対象となる事業は、「公共施設等の緑化｣｢学校の緑化｣｢地域住民が利用することを目
的とした森林整備｣｢地域住民、学校が緑化推進を目的として行うイベント｣等で、毎年７
月頃募集を行い、「緑の募金運営協議会｣の審査により交付金の支出を決定しています。
詳細については(財)和歌山県緑化推進会(073-441-2973)もしくは各振興局林務課内にあ
る地方緑化推進会にお問い合せ下さい。
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＜かしの木バンク＞

カシの木などのドングリをお金にみたてて貯金してもらい、ドングリ100個または200個
あたり苗木1本を払い戻す銀行である。
払い戻された苗木は、学校や地域の緑化、森づくりなどに役立てられている。
また、ボランティアによる森づくりや、貯金されたドングリの融資も行う。

《受付期間》

苗 木 払 戻 期 間
ドングリ融資期間

３月１日～３月31日
12月１日～３月31日

《実績》

受一憾一師一羽一認一々一例一鮒一別一妬一訓一刀

付一 宿 薮 -

1,296,303
441,690

1,044,896
1,024,860
676,358
344,773
751,900
６３３,００８
596,172
306,260
354,812

7T̅J7Tﾛ亜

年度 配布苗木
（本）

森づくり 融一幟 資爾 （）Ⅱ■■■■■■■

一

一

一

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

-

■■■■■■■■■■■■

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

■■■■■■■■■■■■

坐胴雨而一幽皿哩幽幽唖幽計

４
-
４
-
８
-
３
-
５
章
０
’
６
’
９
章
９
’
６

岬而皿皿皿蠅一叫耐一岬一諏一蠅一岬

一一一一一
一一一一一

一
一
一
一
一
一
一
一

。

’

一

一

。

一一３ｌ４ｌ３ｌ１ｌ２’二一一個

｜｜郵一皿一ｍ一柳一皿一一

一一９’１’１一一一１’一一一面

一一輌皿一皿一一一血
224.270

１８９
-

４，７６３
一

一

９

《かしの木バンクのシステム》

本店
(森林整備課）
各支店
海草支店
那賀支店
伊都支店
有田支店
日高支店
西牟婁支店
東牟婁支店

ドングリ預入皇 ドングリ育成≦ 和
歌
山
県
林
業
試
験
場

ｰ預

金

者

(小学生等）

声 -

登録･通帳発行
卦

苗木払戻 一Ｊ木納入
ー

(預金引落し）｜｜東

ドングリ融資

斜森づくり 融

G魔-勺廃 山

- ６ ６ -

ｰ

融 資 申 請 者



２森林・林業教室

ポイント、
．平成5年、森林の大切さとそれを支えてきた林業について理解を深めてもらおうと、
次代を担う子供達を対象に、林業研究グループの会員が体験型の森林・林業教室を開
催する『森林からのメッセージ運動｣を行ったことに端を発し、和歌山県では全国に先
駆けて『森林・林業教室｣を開催している

・内容は森林のはたらきや林業の話を中心に、それぞれの地域で工夫を凝らしている
。これまでの実績は延べ598校、32,148名に及ぶ

＜開催実績＞

峠一識一〃｜〃｜〃｜〃｜〃

需一陥一肪一Ｗ｜船一期一杣

》８｜刀一““｜弱一媚
》｜認一睡一”｜秘一獅一郷
■

ｰ

H1１ ４８
※１（４）

３，６９２
※１（1,829）

〃

2,2401国庫補助
2,6111〃

H12
-

H13
別一“

３，３４９
※２(700)

H1４ ６６
※２（１）

〃

４，２６０
※３(700)

H1５ ８７
※３（１）

〃

４，１２８
※３(700)

H1６ ８１
※３（１）

〃

合計１５９８ 32,148
※１（）は南紀熊野体験博関連のイベント時開催分、内数
※２（）は農林水産フェア開催分、内数
※３（）は県産品フェア開催分、内数

ｰ

森林･林業教室月別実施校数(校）
(平成16年度)利。 １ ｡０

８

６

４

２

０

８

６

４

２

０

２

１

１

１

１

１

西 菅

1８

10

牟
象
牟
牟
象

４ ４ ３３

全麦 午
卒

午
象

１
，季，０ ０ ０

４月５月６月７月８月９月１０月１１月１２月１月２月３月

資料：林業振興課業務資料
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３「企業の森」事業

●“企業の森”の仕組み

企業･労働組合一 市町村
森林所有者森林所有者

へ

ｰ

|環境保全活動｜
森林整備ボランティア

且森林組合
雇用の創出

地域の活性化 宿泊施設の利用増加

森林の地域開放による地域への
貢献（地域のビオトープ） ｰ

｢環境教室の開催｣等環境面への
取り組みをPRする際のフィールド

森林組合への管理婆託や､宿泊
施設等の利用による展用創出

PR戦略 社会貢献

環境教育プログラムの
外部(学生等)への教７
環境教育プログラムの構築による
外部(学生等)への教育活動

組合活動と一体となった取り組み
(組合側からの協力） 環境教育環境貢献

福利厚生

-６８-

ポ イ ン ト
･京都議定書の批准を踏まえ､二酸化炭素の吸収源である森林の保全や整備は地球温暖化
防止の観点からその重要性が高まっている。
･国や県の取り組みだけでなく企業や労働組合など多様な主体による森林資源の保全や整備
のための仕組み創りが必要である。
,県では､県民とともに世界遺産の森林､和歌山の森林づくりに参加していただける企業･労
働組合を求め､｢企業の森｣事業を展開している。

企業の森｡労働組合の森

経 営 者
借地契約
購 入 等

管理委託
従業員･＃〈口

森林と環境との関わりを
体験･学習

の交流

｢森林保全を通じて世界遺産を守
る企菓｣というイメージ戦略

企業の森の活用方法
二酸化炭素吸収フィールド
(環境会計への算入も含む）

社会問題について教育
(都市と地方について）

水貴源の保全効果
(きれいな水を守る）

様々な田舎体験と地域との交流を
通じた"癒し両の提供



ド

＝

ｰ

-６９-

企 業 名 称 等 活動開始日 活 動 面 積

も り

①ユニチカ労働組合「ユニチカの森林」

②関西電力労働組合「関労ふれあいの森」

③ケンジの森

④NPO法人和歌山野球振興協会.夢ｸﾗﾌ「野球の森」

⑤NPO法人原風景「原風景の森」

も り

⑥ロータリー100年の森林

⑦大阪ガス株式会社「大阪ガスの森」

⑧日本たばこ産業株式会社「JTの森中辺路」

⑨全日本空輸株式会社(ANA)

｢私の青空関西空港・高野山ケンジの森」

H.１５．３

Ｈ、１６．２

H.１６.４

H.１６.４

H.１６.４

H.１６.５

H.１７.３

Ｈ、１７．３

H.１７.４

日高川町(旧中津

村）約2ha

田辺市(旧本宮町）

約1ha

高野町約0.5ha

花園村約1ha

花園村約0.5ha

高野町約3ha

田辺市(旧中辺路

町）約1ha

田辺市(旧中辺路

町）約50ha

高野町約0.2ha

合 計 ｇ 団 体 約５９．２ha
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第 ２ 山 村 編

山村過疎地域図

Ｉ山村・過疎地域

１山村・過疎地域

２人口動態

３山村の年齢別人口の動き

４「紀州・山の日」
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和歌山県振興山村･過疎･特定農山村地域図
大阪府

野
揺本市

か
つ
ら
ぎ
町

打
田
町

珊
河
町〃 - 蕊

● ”

出出

◆
和歌山市 ｢-］振興山村地

D特定農山村
廐爾ヨ過疎地域

ll
正

域上
海南市

。&壁下津町 丘丘

襄蕊今多今金有田市
備町 奈良県湯

卑

季

広川町広川町 互 ■互 ■ ▲

由良
苧

＃

日嵩町 川辺町I１ ▲

ユユ美浜町 蔀蔀

印南町』察瓠Ⅱ戸

憲釧I1村 全》全》

三重県
ユユ

田辺市
南鄙町

… …べ新宮市一
催重用町催重用町

白浜町 那智勝浦町

可

表山村地域一 鈩 甚

太地町
据定
番号旧 市 町 村 週定年 認定年 遍定年 週定年棺定年度 市町卿

＊４７ 5４ ４ 1３川野 高地町．明神補．三滝
111村、七川村、小川材 金(41・｡‘31）

今釦忘一岬而誌

４７
弱
４７
４８

３

亭

・

３

７

口

６

側
『
面
面

誠一諏燕一吋
川 川 令 Ｆ

串本町
ｰ 藷騨弱

訓
話

四村．三里割
川中村０２

１
２

４
Ｊ１４１

村
村

函
川
若

暁
船1Ｊ

4２
(42.12.15） m育て営塑材．三lIl

１８２

３

２

４

１
｜“ ３ 1２423 ４８中辺路町

1２WI神村 靴鼬弾鵬埼一
八相村．安絶材、五

論諏-面雨〒両訂
卿、
長輪晒■村

424 ４９ 5６ ５

厨》 瓜馬￥ 己 ３ 1１425 ４s 過疎地域一覧表
４ ２ ６ １ ４ ３ １ 弱 Ｉ ５

公示年度’ 市 町 村 名
〒 開 ４鮒野川町

》》
611 5０

美里町、高野町、花園村、金屋町、渭水町、
村、龍神村、中辺路町、大増村、日置川町、
町、古座町、古座川町、鯛野川町、本宮町、

中津村、美山
すさみ町．串本
北山村

(44,12,27）． 志 可 肩 再 寛 燕 戻 画 間 涌 寺 - ６ １ 丁 ４ ９ - 壷 一 市

…豊鵠学認澤-両r一ｺ了-５丁一京
画 面 蒜 厭 犀 ､ 南 面 ̅ 要 野 声 - ６ １ ４ 釦 F ５ ７ ６
雨 蔀 而 雨 獅 川 村 ､ 寓 城 材 ６ ０ ５ 釦 ５ ７ ４ １ １
両 ’ 示 簡 野 町 、 冨 責 ¥ 涼 ６ １ ６ ４ ９ ５ ６

４ ５ 野 上 町 竃 笈 野 村 ８ ３ ２ ５ １ ５ ８ 日
（ 4 5 . U 2 . 2 4 ） 印 耐 町 真 妻 言 “ ３ ５ １ ５ ８ ８

白 浪 町 東 さ 田 村 、 北 宮 田 斎 ー 函 ｒ - ５ Ｆ - ５ ア 丁
膿 宜 蝿 町 生 禺 材 鯛 5 ５ １
北 山 禰 芯 山 村 一 雨 『 - ５ Ｆ 一 師 一 示

4 ６ 新 宮 耶 高 田 封 1 , 0 】 ６ ５ ２ 鐙
（ 4 7 , 2 . 2 3 ) 扮 河 町 靹 澗 材 1 , 0 7 7 麺

桃 山 町 随 野 舗 1 ‘ 0 7 8 ５ ３
繭 玉 示 和 琢 卿 、 面 河 ５ ２ 弱 - ７ -

言 戸 川 辺 町 早 郵 材 、 丹 生 村 １ ‘ 2 ｐ ｌ ｓ ｚ ｂ ｇ ７イ48.3‘駒一 ̅ で戸鋤市町村
＊撞輿山村蕊9市町村65地域である。
なお、県内の山村増域は33市町村70地域で、横本市の恋野．かつらぎ町の四掴と天

野、九度山町の河根、広川町の津木が遥如される。

612 4９ 艶 『 平成12年度

》癖
村野長ｂ耐弓Ⅱ津欣田辺耐

一

耐部DOI村 平成14年度l九度山町
計 １ １ ９ 町 村

※平成17年５月１日の合併により新田辺市及び日高川町も過疎地域̅̅̅̅弱一一
(45.12.24）燕

町上野 志箕Bf刊
一

真妻材

４６
(47.2.23〕

新窟砺
一

粉河町 参考
特定農山村地域は、和歌山市、岩出町、日高町、美浜町、太地町を
除く42市町村
海南市(旧下津町1、御坊市(旧名田村1、白浜町(旧北富田村、旧東
富田村)は一部指定
※地図は平成16年４月１日現在で表示しています

鞘測村
一

錨野村桃山町
繭 玉 斎 。

0.201 5２ 弱 ７川廻町 早亜村畢丹生村
<48.3‘刷

- ７ １ -



山村・過疎地域
山村・過疎地域

１

１

ポイント
「振興山村地域」は、昭和40年に制定された山村振興法に基づく山村の要件を備

えた地域（旧市町村）をもつ県下33市町村70地域のうち近畿圏整備法で指定された４
市町5地域を除き、２８市町村65地域が指定されている。県総面積の約63％を占める
が、県の総人口に対する比率は6.4％である。一方、「過疎地域」は、人口の著しい減少に伴って地域社会における活力が低下
し、生産機能及び生活環境の整備等が他の地域に比較して低位にある地域で、県内
の過疎地域は過疎地域自立促進特別措置法に基づき18町村が公示されている。県総
面積の約58％を占め、県の総人口に占める比率は8.4％である。

和歌山県の過疎町村及び振興山村の概要

(旧町村数）
市町村数

総面積
(ha)

林野面積
(ha)

総人口
（人） （》区 分 備考

過 疎 町 村 1８ 274,439 250,535 89,596

(65）
２８振興山村地域 295,654 271,657 68,577

全 県 4７ 472,558 1,069,912363,707

竣一筌真 58.1％ 68.9％ 8.4％

運皇山封筌環 62.6％ 74.7％ 6.4％
(注)平成12年国勢調査、2000年農林業センサス、2005年４月１日の市町村数、定住促進課資料

過疎町村の要件
（１）人口要件（以下のいずれかに該当すること）

①昭和40年～平成12年までの35年間の人口減少率が30％以上であること。
②昭和40年～平成12年までの35年間の人口減少率が25%以上で、かつ
平成12年の高齢者比塞(65歳以上)が24％以上。

③昭和40年～平成12年までの35年間の人口減少率が25%以上で、かつ
平成12年の若年者比塞(15歳以上30歳未満)が15%以下であること。
＊ただし、①②③の場合、昭和50年～平成12年の25年間で10%以上人口増加している
団体は除く。

④昭和50年～平成12年までの25年間の人口減少率が19％以上であること。

ｰ

(2)財政力要件
平成10年度から平成12年度の3ケ年平均の財政力指数が0.42以下であり、
かつ、公営競技収益が13億円以下であること。

(3)町村単位

山村の要件
・林野率75％以上かつ人口密度1.16人/ha未満
・交通、通信、産業基盤、生活環境に関する施設等の整備が不十分であること
・旧町村単位

- ７ ２ -



２人口動態

ポイント
人口の動向をみると、我国における昭和30年代からの高度経済成長に伴う大都市

圏への人口集中の影響を受け、本県においても人口増加率は極めて低い水準にあっ
たが、昭和60年をピークとして近年は漸減傾向にある。
このような中にあって、本県の振興山村・過疎地域では昭和35年から昭和45年の

１０年間に急激な人口減少がみられ、その後人口減少は鈍化傾向にあるものの依然と
して今なお若年層を中心に人口減少が続き、かつての人口の約50％となっている。

過疎町村及び振興山村と全県の人口

実 数 (人）
地 域 別

平成12年平成2年 平成7年5０ 5５ 60昭和35年 4０ 4５＝

全 県 1.069,9121,087,012 1,087,206 1.074,325 1.080.4351,042,736 1,072,1181.002,191 1,026,975

過疎町村 89,596105,615 99,516 94,793125,808 118,461 111,951144,631164,532

振興山村 68,57778,942 73‘698 71,59397,019 89,068 832991１３，１３６132401

率減 (％）増
地 域 別

S35～H1２60～H２ H2～H７ H7～H1２45～50 50～5５ 55～6０35～40年 40～4５

6.80.0 △１．２ ０．６ 4１ . 0全 県 1.5 ２８ 1．４２５
■ ■

△４５．５△４．７ △５．５△５．７ △５．８過疎町村 A１３.０ △５．８ △５．５△１２．１
酉 △４８．２△４．２△５．２ △６．６ △２．９振興山村 △１４．２ △８．２ △６．５△１４．６

(注)△は減少を示す

資料：平成12年国勢調査、山村カード及び定住促進課資料推計
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山村の年齢別人口の動き３

ポイント
山村地域の年齢構成の推移をみると、１５歳未満の年少人口率が昭和35年に30%台で

あったものが、現在では10％台と大きく減少している。
反面、６５歳以上の高齢化率については30%を超える地域もあり、急激に高齢化が進

行している。

山村地域の年齢構成の推移
132,401

ヘ

シ
(人）

ざ100％

90％

望（80％

｜一人口｜70％

畦蛎幟密舛

才
一
一
一
１

５
５
０
５
へ

６

４

３

１

０

■

■

■

■

■

望（６0%

％０５
構
成
比

ｰ

.,〈40%

30%

20% ー

（

１０％ ー

／0％
35年４０年４５年５０年５５年６０年H２年H7年H12年

資料：山村カード及び定住促進課資料推計
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４「紀州・山の日」

ポイント
和歌山県では11月7日を「紀州・山の日」と定め、県民のみなさまに森林の恵みや

それを支えてきた山村に対する理解と関心を深めていただくため、さまざまな取り組
みを行っている。

〔趣旨〕

和歌山県は昔から「木の国」といわれるように、広大な森林に覆われ、渓谷・清流・温
泉など豊かな自然資源に恵まれている。

このような森林・山村は、水資源のかん養をはじめ、国土保全や環境保全、保健休養の
場の提供などさまざまな公益的機能を発揮しており、こうした役割に対する国民の関心も
高まってきている。

しかしながら、今日まで山を守り、育て、支えてきた山村地域では、過疎化や高齢化が
進行し、地域の活力が低下するとともに林業の不振や担い手不足等から森林・農地等の適
正な維持管理が困難になりつつある。今後もこのような状態が続けば、さらに山村集落が
衰退し、山の荒廃を招きかねない。

こうしたことから、県民の皆様に改めて森林の恵みとそれを支えてきた山村に対する理
解と関心を深めていただき、感謝の心を育むとともに、人と山が共生する豊かな森林・山
村づくりに向けての普及・啓発を行うため、１１月7日を「紀州・山の日」と定めている。

ｰ

〔11月7日を「紀州。山の日」とした理由〕

古来から、紀州の山村では旧暦11月7日に山の神をまつり、山の恵みに感謝し、山仕事の
無事と山の繁栄を祈願する「山祭り」が受け継がれている。

「紀州・山の日」の制定の趣旨を広く県民全体に理解していただくため、１１月7日を選定
した。

〔事業等の実施〕
「紀州・山の日」の趣旨を普及・啓発するため、次のような事業を実施している。

（１）ポスター、パンフレット、県民の友による広報
ー

（２）記念事業の実施
（平成１６年度実績）・普及啓発イベント
県内9ケ所で､山の日を中心に､のべ750人の参加者を集めて木工教室､スタンプラリー等の

イベントを実施。
・作品コンクール
県内の小中高等学校等から応募のあった1095点の中から､優秀作品50点を表彰。・山村公営宿泊施設への無料招待
応募総数2,883通の中から､抽選で33組91名を無料招待。

（３）市町村等関連イベントの実施

- ７ ５ -
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山村地域の産業

産業別就業人口

山村地域の森林及び林家数等

山村地域の農家数及び耕地面積等

ふるさと産品一覧表

工業の現況

山村観光客の推移及び宿泊施設数

Ⅱ
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Ⅱ山村地域の産業
１産業別就業人口

ポイント
・山村･過疎地域は、急峻な森林で覆われ平坦地が極めて少なく、一般的に生産基盤
の整備が困難である。

・山村・過疎地域の就業人口は、県就業人口の約7%である。
・山村・過疎地域における第一次産業就業人口の割合は、昭和40年約60%であったの
に対し、平成12年には25％に満たなくなった。

|■第一次産業回第二次産業回第三次産業’
( 山 村 ）

’56.61, 16.3％ 27.1％40年

’4７１ 20.6％ 323％４５年
(49,254人）

50年
(41,442人）

５５年
(40,669人）

６０年
(37,984人）

H２年
(34.893人）
(35.68叔仔

H12年
(37,010人）

23.1％ 35.7％４１２o
ー

404％3６７９ 229％

１

-

-

３４５９』 243％ 41.2％

’Ｉ
25.6％ 46.1％28.3（

Ｉ 25.7％ ４６聖6％２７フ間
■■■■■■■

■！244％244％ 526％526％2２９１2２９１
〆〆 Ｐ

■第一次産業回第二次産業回第三次産業’
( 全 県 ）

ａ
ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

１

43.0％30D%2７０９４０年
(481,181人）

４５年
(551,565人）

５０年
(487,213人）

５５年(598,76:鋒
(495,739人）

H２年
(501,431人）

H7年
(518,212人）

H１2年
(495,294人）

’、駅一峰一郁一一恥一一岬一一ゞⅡ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｉ

46.6％2２２１ 31.2％
… ’’ 30.9% 51.2％17.9@

’ 542％29.7％6.10
Ⅱ

’ 56.7％５0@ 28.3％

’ 582％29.1％

284％ 59.9％
函

|１O.６,| 26.7％26.7％ 62.7％62.7％
〆〆

(注)５５．５６．２年の全県の就業人口は職種不明分を含まない
平成12年国勢調査、山村カード及び定住促進課資料推計
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２山村地域の森林及び林家数等

ポイント
・山村地域の森林面積は271,657haで、全県の森林面積の74.9%と大部分を占める
。保有山林規模別林家数は山村地域では1～3haの保有規模が最も多いが、構成比は全
県に比べて低い

山村林業の地位

地域別 山村地区(A ) 全 県 ( ８ ) (A)/(B)%種別 ｍ ■

ロ

森 林 面 積 ( h a ) 271,657 362,824 74.9

（）林 家 戸 数 （ 戸 ） 5,129 1４,０１６ 36.6

資料；2000年農林業センサス

保有山林規模別林家数

林 家 数

山村地域(戸） 構成比(％）構成比(％） 全 県 ( 戸 ）

１～３ha未満 2,285 5４１4４６ 7,586 30.1

３～５ha未満 925 18.0 2,318 1６．５ 39.9

５～１0ha未満 937 1８．３ 2,042 1４．６ 45.9 -

１0～２０ha未満 570 1１．１ 1，１３６ 8.1 502

２0～３０ha未満 174 3.4 ２５350 49.7

３0～５０ha未満 124 2.4 290 2.1 42.8

５０～100ha未満 6６ 1.21．３ 1６３ 40.5

1 0 0 h a 以 上 4８ 0.9 1３１ 0.9 36.6

計 5,129 100.0 36.6100.0 1４,０１６

資料：2000年農林業センサス
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３山村地域の農家数及び耕地面積等

農業就業人口 上段；性別内櫛成比
下段：合計構成比

-

注）販売農家(経営耕地面積30a以上又は農産物販売金額50万円以上)のみの数値

農 家 戸 数

ｰ

注）販売農家(経営耕地面積30a以上又は農産物販売金額50万円以上)のみの数値

耕 地 面 積

芽 一 和 副 同１ ﾛ ﾛ ｰ

-７９-

区分 合計
男

計 15～29才 30～59才 60才以上

女
計 15～29才 30～59才 60才以上

山村地域
実 数

構成比

7,492

100.0

3,306
(100.0）

44.1

215
(6.5）
2.9

597
(18.1）

8.0

2,494
(75.4）
33.3

4,186
(100.0)

55.9

154
(3.7）
2.1

1,329
(31.7）
17.7

2,703
(64.6）
36.1

その他の
地域

実 数

構成比

50,789

100.0

22,734
(100.0)

44.8

2,248
(9.9）
4.4

6,676
(29.4）
13.1

13,810
(60.7)
27.2

28,055
(100.0)

55.2

1,338
(4.8）
2.6

12,248
(43.7）
24.1

14,469
(51.6）
28.5

県計
実 数

構成比

58,281

100.0

26,040
(100.0）

44.7

2,463
(9.5）
4.2

7,273
(27.9）
1２．５

16,304
(６２６）
28.0

32,241
(100.0)

55.3

1,492
(4.6）
2.6

13,577
(４２１）
23.3

17,172
(53.3）
29.5

一群 1２．９ 12.7 8.7 8.2 1５．３ 1３．０ 10.3 9.8 15.7

区 分 販 売 農 家 数 専 業 １ 兼 ２ 兼

山 村 地 域
実 数
構成比

4,511

100.0

1,386

30.7

699
15.5

2,426

53.8

そ の 他 の
地 域

実 数
構成比

24,170

100.0

7,263

30.0

5,392

22.3

11,515

47.6

県 合 計
実 数
櫛成比

28,681
100.0

8,649

30.2
6,091
21.2

13.941
48.6

山村地域／県合計 15.7 16.0 11.5 17.4

区 分 計 田 畑 樹 木 園

山 村 地 域
実 数
構成比

4,889
100.0

2,135
43.7

540
1１．０

2,214
45.3

そ の 他 の
地 域

実 数
構成比

31,461
100.0

9,765
31.0

1,610
5.1

20,086
63.8

県 合 計
実 数
栂成比

36,350
100.0

1１,９００

32.7
2,150
5.9

22,300
61.3

由｡ 室劃



と産品一覧表 平成17年４月現在

l雫ソ

- ノ

-８０-

地域名 中核産品 その他産品

野 上 町 野上田舎コンニャク よもぎもち 味噌製品 椋棚製品 果樹
美 里 町 柿 山椒 自然薯 梅
桃 山 町 緑化木 スモモ 梅 アマゴ

粉 河 町 柿 高冷地野菜 ナンテン コンニャク 栗
橋 本 市 柿 水稲 キノコ 花卉 梅
かつらぎ町 串柿 高原野菜 キノコ 花卉 木材･木製品等
九度山町 柿 桃 花木 炭 鮎
高 野 町 高野マキ ﾐョウガ 高冷地野菜 葉ﾀバコ 花卉
花 園 村 キノコ 花木 ワサビ 高原野菜 加工山菜
広 川 町 花木 遍州ﾐカン シシトウ 黒竹 花卉
金 屋 町 花卉 果樹 椎茸 野菜 山菜
清 水 町 農産物加工品 山椒 高冷地野菜 花卉 林産加工品
川 辺 町 花卉 野菜 備長炭 花木 果樹
中 津 村 備長炭 梅 ホロホロ鳥 花卉 八朔柑
美 山 村 椎茸 花木 梅
龍 神 村 梅 花木
印 南 町 千両 ワサビ 花卉 梅
み な べ 向
（ 南 部 川 村 木炭 梅 柑橘類 豆類 キャペツ
田 辺 市 備長炭 ﾐカン 梅 花卉 スモモ

白 浜 町 梅 花卉 味噌 ﾚタス 豆

上 富 田 町 梅 ﾐカン スモモ 味噌 花卉
中 辺 路 町 木材 花木 椎茸 木炭 梅
大 塔 村 木炭 梅 シシトウ シメジ 地鶏
日 置 川 町 梅

■■。●●●●台
野菜 備長炭 川添茶

■■■■■●●●』
花卉

す さ み 町 梅 イノブタ 木炭 花卉 レタス

新 宮 市 天台烏薬 高菜漬け イチゴ
●
色
色
●
●
色
色
申

栗 熊野牛
那智勝浦町 茶 イチゴ 農林産物加工品
串 本 町
（ 串 本 町 花木 花卉 農林産物加工品 水産物加工品 果樹
畑 本 町
（ 古 屋 町 ポンカン イチゴ 水産加工品 花木 備長炭
古 座 川 町 ユズ 野菜 椎茸 花木 千両
熊 野 川 町 黒潮イチゴ ユズ 農林産物加工品 花木 紀州地鶏
本 宮 町 茶 野菜加工 木炭 小径木加工 熊野牛及び乳製品
北 山 村 ジャバラ



５工業の状況

(単位：人・％）

-

(注）工業統計調査結果報告書(H15)及び定住促進課資料推計による

ー／

-８１ -

区 分
振興山村地域

実 数 構成比

その他の地域

実 数 構成比

県 合 計

実 数 構成比

山村地域
一

県合計

木材・木工
事業所数

従業者数

6７

307

22.6

1５．１

781

4,746

22.8

1１．７

848

5,053

22.7

1１．９

7.9

6.1

縫製・繊維
事業所数

従業者数

6７

374

22.6

1８．４

920

7,681

26.8

1８．９

987

8,055

26.5

1８．９

6.8

4.6

食 料 品
事業所数

従業者数

6９

503

23.2

24.7

729

1０,２１６

21.2

25.2

798

1０，７１９

21.4

25.2

8.6

4-7

機 械 ・ 金 属
事業所数

従業者数

3７

399

1２．５

1９．６

678

1６，３２２

1９．８

40.2

715

1６，７２１

1９．２

39.2

5.2

2.4

そ の 他
事業所数

従業者数

5７

454

1９．２

22.3

323

1，６１５

9.4

4.0

380

2,069

1０.２

4.9

15.0

21.9

計
事業所数

従業者数

297

2,037

100.0

100.0

3,431

40,580

100.0

100.0

3,728

42,617

100.0

100.0

8.0

4.8



６山村観光客の推移および宿泊施設数

県内観光客の推移 (H15/H2)
＋9.0％

観光客数
万人

3.500

3,000
２

2,500 +5.5％

（》2000
１

1.500

1,000
1‘

500
+13.9％H２ H６ H８ H1０ H1３H1２ H1４ H1５

年

宿泊施詔数

“｜｜民一数
戸・人・％）一一着̅一

収容人員
計 ’ 一 般 旅 館

数 ｜ 収 容 人 員 ’ 数 ｜ 収 容 人 員
公営宿泊施設
数｜収容人員

区分
ｰ

山
村
地
域

実
数
一
構
成
比
一
実
数
一
構
成
比
一
実
数
一
構
成
比

675 56,348 269 33.480 1２６ 1５，４５６ 280 7,412

100.0% 100.0％ 39.9％ 59.4％ 18.7％ 27.4％ 41５％ 13.2％

地

域

そ
の
他
の

316 21,983 1７９ 1１，０２８ 4２ 8,844 9５ 2，１１１

100.0％ 100.0% 56.6％ 50.2％ 13.3％ 40.2％ 30.1% 9.6％

県 991 78,331 448 44,508 1６８ 24,300 375 9,523
谷口

100.0% １０００% 45.2％ 56.8％ 17.0％ 310% 378％ 12.2％計

山村地域
県 合 計 68.1％ 71.9％ 60.0% 75.2％ 75.0% 63.6％ 74.7％ 77.8％

資料：観光客動態調査(H15)及び定住促進課資料推計による

- ８ ２ -

■

ポイント
・2004年７月7日にｒ紀伊山地の霊場と参詣道」が世界う貴毒害録された事に伴い、観光客の増加が見込まれる。
・山村地域の公営宿泊施設の割合は18.7％で、その他の地域に比べて高くなっている

- ← 山 村 地 域 一 途 一 そ の 他 の 地 域 ÷ 県 合 計



山村市町村等の観光客数の推移
閨 ｲ 古 ・ Ａ

ｰ '

､ ＝

H17.4.1の市町村

-８３-

H２ H６ H８ H10 H1２ H1３ H1４ H1５

美里町 56,944 183,742 250,857 179,716 285,000 298,833 310,866 338,408
高野町 1,236 996 1,418 1５２ 1,280 232 1,115 1５０ 1,138 915 1,171 531 1,133 386 1,154,235
花園村 6８ 873 8７ 176 1０２ 477 6４ 423 6３ ７０８ 6２ 925 6２ 464 57,073
金屋町 264 574 369 904 ４５２ 1２８ 343 698 292 977 289 400 355 677 482,067
清水町 239 ０５０ 341 250 ３７１ 1７３ 362 374 275 353 255 204 274 946 239,407
中津村 6６ 435 8８ 518 1３３ 592 279 697 296 975 302 660 304 834 282,773
美山村 7７ 900 1２９ 900 1７４ 700 1５３ 066 1７６ 981 1５３ ８１２ 1４８ 819 123,269
龍神村 655 590 752,123 ７５７ 889 706 ０２７ 687 370 700 738 636 917 662,148
中辺路町 1９３ 713 299,946 ３１１ 933 328 1９４ 328 802 310 1１４ 309 333 369 650
大塔村 6６ 941 7４ 077 1２３ 360 1２９ 535 1６６ 432 1６７ 942 1５６ 726 1７８ 089
日置川町 6７ 811 1０４ 743 1１７ 1３３ 1１８ 704 1２７ 031 1２８ 235 130,853 120 362
すさみ町 349,298 355 1０３ 369 356 330 985 320 558 ３１８ 1８５ 279,476 243 699
串本町(旧串本町） 1,201,858 1,356 1９８ 1,456 1０９ 1,282 506 1,347 ０７４ 1,320 593 1,278,724 1,250 433
串本町(旧古座町） 50,283 ４１ 030 4２ ５１５ 2８ 737 3５ 450 4７ 292 52,262 51,884
古座川町 30,541 61,375 7３ 0４４ 9２ 456 9５ 998 9０ 793 91,224 92,497
熊野川町 273.487 264,915 353 735 ３１６ 337 298 832 ２７８ 977 275,868 283 382
本宮町 410.110 494,215 528 509 528 537 601 585 ５９３ 891 593,054 601 507
北山村 19,695 29,121 7１ 500 7７ 533 9４ 900 9６ 032 93,295 9４ 250
九度山町 16,425 15,870 7,335 ９300 1３４ 291 130,970 118,770 1０５ 380
過疎計(18） 5,346,524 6,467,358 6,977,577 6,446 975 6,768 232 6,718,127 6,607 494 6,730,513
田辺市 985,500 996 174 742 632 718 968 864 325 875,785 917 711 813,828
新宮市 1,297,922 1,060 100 1,054 1２３ 1,052 7９１ 1,028,556 1,012,808 1,022 950 1,014 689
野上町 166,989 1８９ 150 ２１４ 686 20１ 1７３ 282,908 372,693 421 389 449 1３４
粉河町 949,600 1,034 0４０ 1,025 690 1,108 1８０ 1,112 360 1,097,505 1,057 246

■■■■■■■■■

1,020 573
桃山町 157,874 216 549 1９５ 529 222 687 259 922 259 282 256 000 247 300
川辺町 333,850 ４４２ 006 461 436 432 500 460 240 483 402 388 897 354

■■■■■■■

874
みなぺ町(旧南部川村） 49,665 6０ 440 1２２ ０１２ 1３３ 210 1５８ 941 1６６ 883 1６３ 825 1６２ 363
印南町 674 100 637 ３７９ 680 431 665 372 749 587 729 512 643 733 575 329
白浜町 3,501 363 3,262 1８１ 3,610 952 3,484 929 3,320,375 3,288,217 3,259 064 3,262 324
上富田町 1６６ 256 219 338 225 942 1９６ 213 233,124 254,082 261 462 254 497
那智勝浦町 2,011 298 2,112 965 2,211 313 1,970 851 2｡013,935 1,840,750 1,781 276 1,701 202
山振計(28） 15,624 516 16,681 ８１０ 17,514 988 16,624 549 1７，１１８，２１４ 16,968,076 16,662 277 16,481 246
その他の地域 11,318 282 13,315 370 12,856 742 12,656 884 12.642,839 13,292,198 13,520 030 12,888 005

県合計 26,942,798 29,997,180 30,371,730 29,281,433 29,761,053 30,260,274 30,182,307 29,369,251



１

７生活環境（道路現況）

(単位:km･%)

一）

ーノ

（）は、それぞれ改良率及び舗装率である
資料：定住促進課資料推計及び道路統計年報(H15)による

-８４-

区 分
振 興 山 村 地 域

実 数 構 成 比

県 全 体

実 数 構 成 比

国 道

改 良 済

舗 装 済

585

412

558

13.3

(70.4）

(95.4）

1,008

820

749

7.8

(81.3）

(74.3）

主 要 地 方 道

改 良 済

舗 装 済

602

365

555

13.7

(60.6）

(92.2）

920

620

563

7.1

(67.4）

(61.2）

一 般 県 道

改 良 済

舗 装 済

613

284

563

14.0

(46.3）

(91.8）

951

493

449

7.4

(51.8）

(47.2）

市

吋
村町 道

良 済

舗 装 済

2,587

865

1,674

59.0

(33.4）

(64.7）

10,019

3,869

8,270

77.7

(38.6）

(82.5）

計

改 良 済

舗 装 済

4,387

1,926

3,350

100.0

(43.9）

(76.4）

12,898

5,802

10,031

100.0

(45.0)

(77.8）



資 料

和歌山県の諸指標

森林資源現況表

樹種別面積

森林資源構成表（全県）５条森林

林業生産及び生産額の推移

保安林面積総括表

保安林種毎面積一覧表

民有林林道延長一覧表

林業就業者数の推移

林業地域の指定市町村一覧表

山村地域（振興山村）現況一覧表

林務関係行政組織図

施策の体系
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和歌山県森林・林業・木材産業基本ビジョン
和歌山県林業関係団体一覧表
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1．和歌山県の諸指標

-

ー

(注1）平成14年度版全国市町村要覧
(注2）平成14年３月31日現在、林野庁『森林賀源現況」
※各責料毎の調査時点における指標

-８５-

区 分 和歌山県
Ａ

全 国
Ｂ

対全国比
(A/8×100) 本県の順位

二地面積
｡

,一玉 . ロ今ローー．． . ． - ．、Ｐ . ･ 一一・ - - ＝ 『毎ロー - 一芸一三面イ毒１１、 千ha 473 37,794 1.3 30

需
(１
:林面積
ﾄ野庁『森林資源現況｣(注2)） 千ha 364 2５，１２１ 1.4 2５
§林率
*野庁｢森林資源現況｣） ％ 7７ 6６ 一 ６

人工林率
(林野庁｢森林資源現況｣） ％ 6１ 4１ 一 ８
人工林面積
(林野庁｢森林資源現況｣） 千ha 221 10,361 2.1 1７
民有林人工林面稲
(林野庁｢森林賀源現況｣） 千ha 210 7,949 2.6 1５
民有林人工林蓄積
(林野庁｢森林資源現況｣） 千ｍ３ 68,335 1,969,804 3.5 ９

牢 1 面 面 ¥ 頁 ヨ リ 人 Ｌ 林 茜 碩 ( 縮 訂 ノ
(林野庁｢森林資源現況｣） m3/ha 323 248 ５
民有林人工林蓄稲(スギ）
(林野庁『森林資源現況｣） 、

３ 33,833 1,187,419 2.8 1５

ー 向 T p U 画 夕 、 - 画 0 ﾛ ﾛ ﾏ 四 一 ロ ヱ 、 ー タ ０ 〃

(林野庁｢森林資源現況｣） mJ 33,624 421,189 8.0 １
白炭牛産箭
(H15特用林産基礎資料） ｔ 1,675 3,782 44.3 １

さんしよう生産量
(H15特用林産基礎資料） ｔ 157.0 291.7 53.8 １

木酢液生産量
(H15特用林産基礎資料）

リッ
トル 223,736 5,187,518 4.3 ５

吃しいたけ生産儲
H15特用林産基礎資料） ｔ 11.1 4,108,1 0.3 2９

三しいたけ生産量
115特用林産基礎資料） ｔ 1,300.2 65,362.7 2.0 1８

休道密度（民有林）
(H15年３月31日現在） m/ha 4.2 4.9 一 3９

林内公道密度
(H15年３月31日現在）

rn/ha 1１．１ 1０.０ 一 1７

素材生産局
(H15年木材需給報告書） 千ｍ３ 173 1５，１７１ 1．１ 2５

素材需要量
(H15年木材需給報告書） 千ｍ３ 503 30,516 1.6 2３

外材輸入率（製材用素材）
(H15年木材需給報告書） ％ 64.2 48.7 ■■■■■ 1４

林家数
(農林水産省｢2000年世界農林菜センサス｣） 戸 1４，０１６ 1,018,752 1.4 3４

林家当たり保有森林面積
農林水産省｢2000年世界農林菜センサス｣） ha/戸 8．７７ 5．６１ 156.3 ２

ﾎ業従事世帯員数
農林水産省｢2000年世界農林菜センサス｣） 人 2,297 223,406 1.0 3６

林業専業労働者数(年間150日以上従事）
(2000年世界農林業センサス） 人 133 9,294 1.4 2６

生産林業所得
(平成15年生産林業所得統計報告書） 百万円 5,450 284,230 1.9 2１



2.森林資源現況表
̅---民
一

計画対象
森 林 国 有 杯森

林
率
鮎

｜
’

区域
面積
(ha)

今回 計材積
(m3)

材積
(m3)

面積
(ha)

面積
(ha) 積

り
材
伽

面積
(ha)

面積
(ha)

472504
472‘555
-

472‘558
472,558
472‘582
20.923

ｍ一ｍ一加一加一加而

363,946
363,768
363,721
363,707
363.705
■■■■■■■■■■

６‘288

一《’一一》｜》唖
５８０

◆
３８９

争
９８ 19,026

18,856
18.855
17.674
17.553
■■■■■■■■■■■■

４７０

3.167,782
3,207,142
3,212.094
2.827,214
3,028.349
■■■■■■■■■■■■■

41.841

344,920
344,912
344,867
346.033
346.152
■■■■■■■■■■

５‘818

86,815.303
88,110,135
89,104,596
90,809,747
91,930,739
■■■■■■■■■■■■■■

987.658

理一理一唖一榊一狸一一加
県計

海南市
(旧海南市）
(旧下津町）

１０‘1１８
６，１３５

-

3,983

３８．９
４５．９
２８．０

3.934
-

2.818
643.315
-

494.249
０
０
’
０

０

０

０

3,934
２．８１８

643,315
494‘249
１４９．０８６

鋤５-鯛
海

草
1.116 149.066 1,116

2,403
7,233

19.389
-

２，１７９
4,391
１．１０７
2,560
４２５

1.408
12,071
6.801
-

5,514
９３９

3.288
-

10.789
4.501
-

31,831
63理9０
-

６６６
７６４

4,947
１．０１４

-

８．３２６
-

１６･939
-

32,657
-

1,630
６００

2.981
1.898

一望聖霊 》｜秘迦蠅一秘一鉦一垂坪一麺一恥一岬一岬一皿一恥》唖雲岬一睡一御一睡一蜘一岬一翻一州一細一癖一岬一抑

62.3
80.9
45.3
一

48.5
56.5
39.4
49.5
ー

18.9
39.5
-

46.3
■■■■■■

61.7
52.9
46.8
74.4
画詞
國唾
73.6
一

56罰
-

18.1
36.8
75.7
27.9
69.7
89.6
70.１
１■■■■■■

37.1
46.9
66.2
６１．７

2,403
7,233
19.859函麺》函》》犀恥唖函》》函函》》》》函函函唖函》唖函函唖函》

０’０-加一咽-０ｌ０-０ｌ０ｌ噸一狸一Ｏｌ０ｌ０ｌ０ｌ群-０｜“一酔一２ｌ０ｌ０-０ｌ０-耐一郎-０-０｜兜-０

一一函唖一一一一四函-０’０’０｜坐０｜州麺Ｏｌ０ｌ０ｌ０ｌ０ｌ呼一呼一０’０｜唖-０｜》’０｜梱淵一》｜》唖囎-０

》｜恥一坐》｜岬一一坐坐鋼一坐》｜睡一》》｜曇壁坐》坐州一》｜岬一岬一》岬一州一鋼一州一恥

３’０万一９亟匝■’１’５｜里塑聖４玉５’２｜皿麺-６ｌ２ｌ０ｌ１-０-０ｌ９ｌｌ８ｌ０ｌ０「

2,348
４,３９１
１．１０７
2.560
４２５

1.521
12.353

-

6.801
5.514
９３９

3.288
１３．０３５
4.501
34.077

那

賀

（》
伊

都

一 衙 痩 8 8
６６８
７６４

4,947
1,014
8.326
１７．５５３

-

33.273

》霧雨銅需需誌癖需読識

有

田 １

１

１

．

〕

｜御一皿一岬一“
ｐ
画き面

日高川町

F悪票
33,161-

７．５９７
-

８･7０２
-

16.862

87.5
６９．７

-

８９．９
-

９４．３

抑一獅一画一恥 壁０”
27,733

５‘297
7.793
１４６４４

72151.853
997,625

1.934,503
4.219.725

０

６

４

１

９９7b625
1̅ 938684

「（旧美山村） ４429.169
1.809.581

-

1.621.833
11.811.727
-

20.1DE037
26.070.571

醒一沼一価一岬一癖
０

ー68.2
72.0
752
画
８９．３
９５．２
５５．７
９３．６

8.200
8.186

５２.６０６
一

8.127
7 . 6卯
50,6卵
-

83β1５坐哩壁》 ４’５｜卵一羽

蟻辮
102,663

25.513
13.643
21.195

-

２１.卵６
■ 一 一 一

20.406

91.714
２４･276
7.6ｍ

7,864
1.533

０

83,850
22.743
7.6卯

一

１８‘350
１９‘743
１５‘414

24,683.663
7,185.120
1｡489,669
5,636,988
６‘611,275
3,760鯵611

訂-０-釘-０Z480,957
1d489.669
5.920.196

（旧田辺市）
(旧中辺路町）
一

(旧大塔村）
（旧本宮町）

１９‘8３３
-

２１．０７９ 僻一鯉一唖
８

９

０

８

２

Ｊ

３

５

８

６

２

１西
牟
婁

９６，２
-

９２．７
6.777.064 ０

０18.926 4402.685 642.074

岬一郷一咽一岬一唖幟一坐郵

67.4
64.7
88.1
92.8
面
82.8
87.8
54.5

嘩一擢一岬一唖一睡壁恥一必

868.516
996.453

-

3.629.310
-

4.864.984
-

36.429,834
1.773.307
3.797.093

-

68.107
-

2.369.964

０｜弱１-ｍ｜唖一恥一却一０

０-種-０｜》一壁坐型０
墾墾恥一恥一岬一軸一岬一麹
鋤一岬一坐呼一哩坐《｜州

師-０’０’０｜班一一打-０-０

偽雷 130578
8.977

８０．８
８０．４

-

８１．５

１０，９６９ １

１

０

０

０
101968

７１２１８
３‘750

2,369,964
１‘674,102
695.862

０東
牟
婁

7.219
-

3.750
２

２

Ｏ

６

Ｊ

Ｂ

４

５

７

９

６

６

０

１ ０

０

…蕊蕊 | 蕊｜婁

＝擁索■■■■=W88 . 8mmg 1 5 6 . 6 6 Z 5 3 0 1 1 . 9 9 1 2 1 1 0 . 4 7 1 1
※小数点以下を四捨五入したため各計と内訳が一致しないことがある。

4.601
… ｍ
ｌ５‘755
４．１７０

-

80,565
-

『99.“７
》函》唖《 Ｏｌ０ｌ１ｌ旧一麹

- ８ ６ -



市町村名.所管区域は､平成17年５月１日現在
数値は､平成17年４月１日現在

杯 ｜人口対 象 森 林
天 然 林 Ｉ 子 の 杣 ｌ 人 工 １ - -

有
人 口地 域 森 林 計 画一 天 ̅ 王 一 声外森林’ 計 その他

面積
(ha)

狸檸％ 平成12年
国勢調査| 齋 ’ ’材積

(m3)
材積
(Ivf) 癖㈹材積
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鋤一埜岬一刎一岬一岬一癖一姻一岬一函一唖一郵一蠅一坐岬一坐咽一》｜卸一種一岬一岬一埜岬一秘一睡一即一翻一”

＝

16,334
１．９４２
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-

8.837

5,411,357
５６７．888

11.227 1,740,018
429.441
276‘815

1.033.762

478
２９６

-

１８２
０
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3.樹種別面積 市町村名.所管区域は､平成17年５月１日現在
数値は､平成17年４月１日現在
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１
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０
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０
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7.保安林種毎面積一覧表
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狸唾名
皿
ロ
日

市町村名 旧
市町村名

水
民有林

､ん

囲有林
土 翼

民有林Ｉ国有林
土 畑

民莉林 国有林
小 計

民有林 国有林 民有ネ
ｈ凪

四打林
水盲

民有林
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町有林
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民有神ｌ国有林
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国有林

紀
ノ
川
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葛

伊
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１町
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4鋼

６５
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７２９
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８０１
①
０
１
Ⅱ
１
９
１
１
●
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.Ｗ９ 4１
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５２４
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１３
３
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1１４
９
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８
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1２
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１５

Ｂ５
１１９
２ ”

1.145
、 １ “

２４５７
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１２６
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“
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１

1３
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狸
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1９
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】皿１８１１釧ｅ
1Z1曲１１理

６
1０
1０
１
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２

２
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型
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●
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Ｊ ３

。
。

Ｉ

132

1錘
1亜

古
座
川

酉
阜
疸

東
←

婁

すさみ団Ｉ
小 計

皿Ｅ里理町
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４６８
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７
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２

3２

［ 鋤
3５
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０
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区城；平成１７年５月１日現在
数航：平成１６年３月３１日現在民有林林道延長一覧表(NO．１)

Ｉ 自 動 班 適 ( A ) I 林 道 ｌ 軽 車 道 ( B ) A+BtC
密 度
m/ha

林内公迩
(D)

狂 長

A+D
密 度
m/ha

A+B+C+D
密 度
m/ha

民 有 林
面 積

抽’ 林 道
密 度
m/ha|路練駿|鱸慢|¥/hfl路隷釧謹長’路線路 線 散 砿 長 延 長

謡器卿-： 悪橲毒 18D699
64,857 獅一恥 ８．００

-

２１．９０
８

０｜柳
０８

０
５1,650

12.674
12,674

0．２８
-

３．２５
Ⅳ-３

２６，１３３
２,４６０
２，４６０

海

Ｉ
南 市 ２

-
２海 旧海南市

、p…■●…■｡■ー■4ｍ｡

旧下津町
4.５１ 7．３１ 32,287

■■■Ｏ-ａａ…■｡■Q

32,570
15.98
■ｏｄＣｂＤ●■G釦｡■1

29.96
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７
や
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●■

＆》９
１Ⅱ＆加州色

２，８１３
"■●■…■■■■●
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４ ３

蹄一笑 銅一”一堀一利一恥一唖一一湖

５’６｜一別-５

２-⑱一Ｍ

２，６４１
６，９３８
14,９９９

祁一郡一睡一皿一耐岬一畑一蠅一州一噸一一鍛一邨職郷緬一碑一睡一唖

108,174
162,520
3園,蝿９
２４,３1!l
１７．２８１
１０,７７５
３１,１１３
3,065
８，１６４

鯉,７腿
７４，９３４
５１０２１７
６，９１２
36,180
116,831
-

５４，６３０
-

鈍0,704
■■■■■■■■■■■■
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:＝＝＝＝＝＝＝
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３３，８８１
26,542
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恥 扉
１７,１４４
４４，５７５
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9.林業就業者数の推移
’ 林業就業者数の推移(国勢調査結果）
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１０.林業地域の指定市町村一覧表
2005.4.1現在

唾ノ

-

-９７-

流域等 市町村名 森林整備市町村 振興山村 過疎地域 特定農山村

紀

北

海

草

那

賀

伊

都

和 歌 山 市
海 南 市

旧 海 南 市
旧 下 津 町

野 上 町
美 里 町
岩 出 町
打 田 町
粉 河 町
那 賀 町
貴 志 川 町
桃 山 町
橋 本 市
高 野 口 町
か つ ら ぎ 町
九 度 山 町
高 野 町
花 園 村

61.5.13

60.3.16
59.2.27

60.3.16
61.5.13

61.5.13
60.3.16

60.3.16
60.3.16
59.2.27
60.３．１６

４５-部
４３-部

４６-部

４６-部

4４
４１

1２

1４
1２
１２

5．９．２８
５．９．２８
５．９．２８

5．９．２８
５．９．２８
５．９．２８
５．９．２８
５．９．２８
5.9.28
5.9.28
5.9.28
5.9.28
5.9.２８
５．９．２８

紀

中

有

田

［
口
音
向

有 田 市
湯 浅 町
広 川 町
吉 備 町
金 屋 町
情 水 町
卸 坊 市
も 良 町
日 高 町
美 浜 町
l l l 辺 町
中 津 村
美 山 村
霜 神 村
浄 な く 町

旧南部川村
旧 南 部 町

刑 南 町

60.3.16

60.3.16
59.2.27

6１．１２．２２
６０．３．１６
６０.３.１６
６０.３.１６

６０．３．１６

６０．３．１６

４２-部
４３-部

部

部

部

一
-

７

１

０

３

４

５

４

４

４

４

４

４

1２
１２

２

２

２

１

１

１

5.9.28
5.9.28
5.9.28
5.9.28
5.9.２８
５．９．２８

部1 ■ ■ ■ ■ ■5.9.28
5.9.28

5.9.28
5.9.28
5.9.２８
５．９．２８

５．９．２８
５．９．２８
５．９．２８

紀

南

西

牟

婁

東

牟

婁

田 辺 市
白 浜 町
中 辺 路 町
大 塔 村
白 浜 町
上 富 田 町
日 置 川 町
す さ み 町
新 宮 市
那 智 勝 浦 町
太 地 町
串 本 町

旧 串 本 町
旧 古 座 町

古 座 川 町
熊 野 川 町
本 宮 町
北 山 村

60.3.16
60.3.16
59.2.27
59.5.18
60.3.16
60.3.16
59.5.18
60.3.16
ＯＵ．』･’0
60.3.16

60.3.16
60.3.16
59.2.27
59.2.27
59.2.27
60.3.16

部
部
部
部
部
部
部
部
部
部
部

’
一
一
一
一
一

４

５

３

２

５

５

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

一

一

一

一

一

4６
４３

４６
４２
４０
４４
４１
４５

２

２

２

２

１

１

１

１

２

２

２

２

２

２

１

１

１

１

１

１

部

部

■■■■U■

1■■■■■

2８
２８
２８
２８
２８
２８
２８
２８

■

■

。

●

●

等

自

●

2８
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２８
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２８
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２８
２８

●

■

●

●

●

●

の

●

９
９
９
９
９
９
９
９
-
９
９

５
５
５
５
５
５
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戸
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’

１１．山村地域(援興山村)現況一覧表 市町村名は、2005.5.1現在

’

-

’

、壁ノ

(注)平成12年国勢鯛壷、定住促進課資料
２伽０年農林菜ｾﾝｻｽ(林菜縄)、和歌山県統計書

-９８-

市町村名 地域名 蒋 回 額
A(ha)

杯 野面根
B(ha)

林里
B/

i率
ヘ

総人口
C(人）

人口密度
C/A 指定年度

田 辺 市
旧 田 辺 市

旧 随 神 村

旧 中 辺 路 町

旧 大 塔 村

旧 本 宮 町

秋 津
長

山
山
山

龍
上
中
下
采 栖 ｊ
二 ｊ
; 斤 §

Ⅲ

Ⅲ

５
ｂ■ロロ■■、昌二■■■。

鮎
富
三

ll
g
ll

鰕 川
四

＝ 胆

4.696

25.513
Ⅲ

Ⅲ

５ 19.839
lI
g
ll 21.906

19.427

3.937

24.232

1８．４２４

21,014

17,950

8４

9５

9３

9６

9２

1.977

4.416

3.587

3.280

3.068

0.４２

0．１７

0．１８

0．１５

0.１６

4４

4３

4３

4２

4１
羽 宮 市 高 田 5.996 5,050 8４ 644 0．１１ 4６

上 町 志 賀 野 862 526 6１ 618 0．７２ 4５

美 里 町

旧
隅
田
寡
ヨ
に
席
朋谷 毛

真
細
国
長 6.252 5.487 8８ 1.664 0.２７ 4３

桃 山 町 細 1.000 811 8１ 140 0.１４ 4６
粉 河 町 ’鞆 3,034 2.630 8７ 848 0．２８ 4６
高 野 町|Ｉ高

富 13.708 12.951 9４ 5.103 0.３７ 4４
花 園 村 l l花 4,744 4,499 9５ 573 0．１２ 4１
金 屋 町石

岩 5.782 4.746 8２ 2.582 0.４５ 4２

渭 水 町 五

八
安
豊 18.276 16,395 9０ 4.285 0.２３ 4３

日 高 川 町
旧 川 辺 町

旧 中 津 村

旧 美 山 村

蘇
生
刑
中

３

１

川 上
寒 川

5.598

8.702

16.862

4,142

7.823

15.883

7４

9０

9４

3.764

2.499

２１０７

０.６７

０.２９

0．１２

4７

4１

4０
み な べ 町

旧 南 部 川 村澗
高 6.423 5,413 8４ 2.398 0．３７ 4４

印 南 町 真 3.848 3,614 9４ 923 ０.２４ 4５
白 浜 町 冨

富
東
北 4,276 3.564 8３ 4.374 1.０２ 4５

上 富 田 町 生 罰 2,024 1’５９４ 7９ 1,842 0．９１ 4５
日 置 川 町三

川 ３10.959 10.037 9２ 1.600 ０.１５ 4４

す さ み 町
参
都

周
大
佐
三 15.479 1４．３６８ 9３ 5.027 0.３２ 4４

那 智 勝 浦 町Ｉ色
太 ’ 12.265 11.417 9３ 1.734 0．１４ 4３

串 本 町
旧串本・古座町 田 原 ・ 和 6,363 5,729 90 2,596 0．４１ 4２．４６

古 座 川 町 尾

高
明
三
七
小 29.452 28.209 9６ 3.546 ０．１２ 40

熊 野 川 町

屋
皿
ロ
ノ
ロ

圃
津

倣
九
玉
三
小 17.547 16.687 9５ 1.972 ０.１１ 4４

上 山 キ l 北 山 4,821 4.525 9４ 619 ０．１３ 4５
計 1 ６ ４ 295.654 271,657 9２ 67.786 ０．２３



１２.林務関係行政組織図

モ潔雲剰扇躍進“新ふるさと推進課

拒林 業 振 興 課

に森 林 整 備 課’ ’

緑
の
雇
用
推
進
局

農
林
水
産
部

振 興 班
定 住 班
山村整備班

定 住 促 進 課

ふるさと定住センターｰノ

" E "農林水産総合技術センター林業試験

道
路 一 道 路 建 設 課 一 農 林 道 班
局

タンセ
一

花

タ
緑迄

園

援
公
支
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植
確一鋤

課
課
課
諦

務
務
園
や力

総
業
公
わ

モ
と
緑
の
公
社

わ
か
や
ま
森
林

ｰ

海草振興局一農林水産振興部

斗…-E那賀振興局一農林水産振興部
伊都振興局一農林水産振興部

有園霞興局T騨零輿都”
緑の雇用推進グループ

森 林 土 木 グ ル ープ
撮
興
局 …T繍麺十"ｾ

…握興局I瀦零"
東拳塾復興局I撫驚鄙！

-一･一…--農林道課一農林道グループ

-９９-



施 策 の 体 系

１

１

１

、 素材供給体制の確立､木材流通加工体制の高度化
・木材流通・利用の推進
・流域林難活性化の推巡

高密路網の整備と高性能林業機械化の促進
・林遊事業
・間伐材搬出支援事業（新規）

／

林某経営の安定と担い手の育成
．『緑の履用」
・森林･林業願用総合対策
・森林組合の強化
・緑の雇用環境林担い手づくり

○緑を活かす
活力ある林業・
木材産業づくり

-

木材の利用促進
。『健康･安心」紀州材製品替及促進
・紀州材健康空間創造
・紀州材健康の家づくり支授
・紀州材・次世代を育む環境駐備
。『紀州材を中国へ」販路開拓支擾（新規）
・木質バイオマスの利用促進

④二
一
世
紀
の
新
し
い
森
林
の
創
造
に
向
け
て
、
活
か
し
・
守
り
。
育
む
豊
か
な
緑

多様で持続可能な森林責源の造成と活用
。「企業の銅
・森林計画樹立
・森林整備地域活動支援交付金
・林業普及指導
・木の国森林づくり
・県有林管理
・優良種苗育成

○緑を守る、
多様で健全な

森林づくり

緑とのふれあいの促進
・森林･林業教育
・護摩団森林公園・植物公園緑花センターの管理・盤備

。やすらぎの姦創造・体験 ｰ

生壼を支える森林資源の保全
・治山・地すべり防止事業
・森林保険事業
・森林病害虫防除
・保安林管理

中山間地域の定住環境の塾備
・産案・生活悲盤の藍備
・林業・木材産業構造改革

。「紀州・山の日ｊ勝発○緑を育む、
魅力あふれる
林業・山村地域

づくり
地域の担い手の育成･確保

．Ｉターン創業支授
・曝の雇用』ライフサポート（新規）
・特用株産の振興

・就業相談・山村体験研修

-１００-

〃

Ｐ

Ｌ

、

平成１
森林
９，

7年度
･林業関係予算
９５５，９３２千円
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全
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漁
林
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林
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は
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国
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誠
少
な
ど
か
ら
低
位
で
推
移
し
、

素
材
生
磨
量
の
減
少
を
は
じ
め
、

林
業
従
事
者
の
滅
少
と
高
齢
化
が

進
行

Ｏ
国
民
の
、
轟
林
の
優
れ
た
樋
能
の

高
度
発
揮
に
対
す
る
期
待
の
高
ま

り
と
、
良
か
な
自
然
を
有
す
る
山

村
地
域
へ
の
値
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の
埆
大

○
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亜
用
事
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に
よ
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会
か
ら
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が
10
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え
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覇
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要
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１５.和歌山県林業関係団体一覧表
平成１７ 年６月１日現在

｜

Ｉ

､”／
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名 称 代表者名 所 在 地 電話番号

(社）わかやま森林と緑の公社

和 歌 山 県 森 林 組 合 連 合 会

和歌山県木材協同組合連合会

和歌山県木材利用推進協溌会

和 歌 山 県 林 材 振 興 協 議 会

紀 州 材 流 通 促 進 協 議 会

和歌山県山村振興対策協職会

全 国 過 疎 地 域 活 性 化 連 盟
和 歌 山 県 支 部
和 歌 山 県 治 山 林 道 協 会

( 財 ） 和 歌 山 県 緑 化 推 進 会

和 歌 山 県 木 炭 協 会

紀 州 備 長 炭 技 術 保 存 会

和歌山県特用林産振興連絡協譲会

和歌山県山林種苗協同組合

和歌山県緑資源造林協織会

和 歌 山 県 林 業 研 究 グル ープ
連 絡 協 議 会
林業・木材製造業労働災害
防 止 協 会 和 歌 山 県 支 部
和 歌 山 県 林 業 経 営 協 識 会

グ リ ー ン マ イ ス タ ー ．
グリーンワーカー連絡協鍛会
紀 州 林 業 懇 話 会

和歌山県みどりの少年団連盟

山 崎 豊 弘

寺 田 展 治

中 谷 弘

中 谷 弘

木 村 良 樹

松 本 健

奥 田 貢

木 村 良 樹

熊 ノ 郷 健

西 岡 俊 雄

日下善右衛門

日下善右衛門

日下善右衛門

久 保 勇

松 本 健

大 家 紀 巳 雄

中 谷 弘

池 本 功

古 瀬 章

廣 本 喜 亮

横 矢 幹 弘

〒641-0024和歌山市和歌浦西２丁目1-２２

〒640-8281和歌山市湊通丁南四丁目18番地

〒641-0036和歌山市西浜1660木材会館内

〒641-0036和歌山市西浜1660木材会館内

〒640-8585和歌山市小松原通り1-１
県庁林業振興課内

〒640-8281和歌山市湊通丁南四丁目18番地
県森連内

〒64俳8263和歌山市茶屋ノ丁2-1
県庁内町村会事務局

〒640-8263和歌山市茶屋ノ丁2-1
県庁内町村会事務局

〒640-8585和歌山市小松原通り１-１
県庁林業振興課内

〒640-8585和歌山市小松原通り1-1
県庁森林整備課内

５

５

-

-

８

８

８

８

２

２

２

２

南

南

印

印

町

町

南

南

印

印

郡

郡

高

高

日

日

４

４

３

３

５

５

１

１

-

-

９

９

４

４

６

６

-
Ｔ
一
Ｔ

〒640-8585和歌山市小松原通り1-1
県庁定住促進課内

〒640-8585和歌山市小松原通り1-1
県庁森林整備課内

〒640-8281和歌山市湊通丁南四丁目18番地
林業会館内

〒640-8585和歌山市小松原通り1-1
県庁林業振興課内

〒641-0036和歌山市西浜1660木材会館
内

〒64併8585和歌山市小松原通り1-1
県庁定住促進課内

〒649-2103西牟婁郡上富田町生馬1504-1
わかやま林菜労働力砿保支援センター
内

〒6"-0001事務局御坊市御坊8５
野村穀夫方

〒640-8585和歌山市小松原通り1-1
県庁森林整備課内

073-448-0505

073-424-4351

073-446-0592

073-446-0592

073-432-4111

073-424-4351

073-431-0131

073-431-0131

073-432-4111

073-432-4111

0738-42-0017

0738-42-0017

073-432-4111

073-432-4111

073-424-4351

073-432-4111

073-447-2262

073-432-4111

0739-83-2022

0738-22-0013

073-432-4111
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’森林・林業および山村の概況

平成17年6月
(-／

’和歌山県農林水産部緑の雇用推進局林業振興課
〒640-8585和歌山市小松原通一丁目１番地
TELO73-432-4111(大代表）内線(2962)
FAXO73-433-1037
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那賀印刷所
〒649-6631和歌山県那賀郡那賀町名手市場２２
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※本魯の県地図の一部は｢白地図kenmap｣の地図画像を編集したものです
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企業の森(田辺市中辺路町）

ｰ

伝統工芸の伝承(田辺市本宮町の皆地笠）森林･林業教室
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古軽壁含宰1ｍ脈再三唾を騒局
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